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‘ 帝 人 大 阪 本 社 ビ ル 新 築 工 事 の 見 学 会

大 阪 船 場 地 区 の 中 央 大 ; r n り 堺 筋 本 町 に 、 白 亜 の ス マ ー ト な 高 層 建 物

帝 人 大 阪 本 社 専 用 事 務 所 ビ J レがilI < 誕 生 い た し ま す。 終 日 稔 り 続 け

る 高 速 道 路 の 騒 千f か ら 室 内 環 境 を 守 る た め 、 P C版 の 外 装 に 加 え て

広 範 聞 な 二 重 サ ッ シュ ( 償 型 ブ ラ イ ン ド 内 蔵) を 係 用 し て い ま す 。

1[ :皆 東 側 ピ ロ テ ィ に よ る 通 路 は エ ス カ レ ー タ ー を f耐 え た 地 下 鉄 連 絡

口とともに、 一 般 の 人 々 の 歩 道 と し て 利 用 で き る よ う 配 慮 さ れ て い

ま ず。 ま た 西 側IJ に は 300名 収 容 の ホ - } レ が 設 置 さ れ 、 広 〈 公 開 さ れ

る こ と に な っ て お り ま す。

今 回 は 帝 人 殖 産 附 殿 と 成 仏 建 設 側 殿 の ご 厚 意 と ご 斡 旋 に よ り 見 学 い

た し ま す。 多 数 ご 参 加 下 さ い。

日 時 昭 和49年 4 月13日 仕 ) 集 合14. 00→ 解 散16. 00

集 合 場 所 地 下 鉄 、 中 央 線 ( 築 港 深 江 線 ) . 堺筋本町TJ 駅 下 車 、 東 北

出入口北側I j . 帝 人 ピ ル 正 面 玄 関 ・目 標 会 旗

40名

往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き 1 枚 に 1 名 阪 と り し 、 氏

名 ・勤 務 先 名 お よ び 所 在 地 ・役 職 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信

用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 記 入 し 、 「 帝 人 大 阪 本 社 ビ J レ見学会」

と 明 記 の 上 4 月 3 日 附 ま で に 事 業 課 へ。 た だ し 定 貝 を 超

過 し た 時 は 拍 せ ん に て 決 定 し 、 ご 通 知 い た し ま す 。

若 い 会 員 の 集 い

‘ 解 体 修 理 中 の 古 建 築 見 学 会(2)

一一一国 宝 ・ 法 起 寺 三 重 塔

復 原 新 築 ・ 法 輪 寺 三 重 塔一 一

大 阪 市 東 区 南 本 町 1 - 11

帝 人 株 式 会 社

帝 人 殖 産 株 式 会 社

鹿 島 建 設 株 式 会 社

2，843m
2  

1，470m
2  

30，310m
2  

地 下 3 F 、 地 上17F 、 P H 3 F

地 下 3 F→ 2 F (一 部 中 地 下 3 F ) R C造

地 下 1 F  S  R  C  述、 1 F → 17F  S 泣

軒高、 S G L 十 66 . 974m

由主ｲＮＧｾ書 ＱＱ ＷＮ可、 S G L + 77 .324m 

人 工 経 量fi -村 P C版、 A Q タ イ ル 仕 上

昭 和46年 8 月 1 日 → 昭 和49年 4 月30 日

自社ビ ｊ レ ・ ｊ ｾ 務室、貸ホーノレ

駐 車 場 ( 地 下 1 F → 2  F 、 中 地 下 3 F )  
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昨 年 第 1 固 と し て の 法 陀 寺 の 大 湯 屋 、 大 垣 の 見 学 会 に 引 続 き 、 今 回

、.ヵ' o lJ f

は 法1; 径 寺 五 重 塔 と と も に 斑 嶋 の 三 浴 と し て 古 米 か ら 著 名 な 法 起 寺 及

び 法 輪 寺 の 三 重 塔 を 見 学 す る こ と に し 、 た し ま し た。

現 在 法 起 寺三 重搭は解体修l "ll が 進 め ら れ て お り 、 ま た 昭 和 19年 に 活

火 で 焼 失 し た 法 輪 寺三 塁 俗 も 復 IJ;( 新築工・J' j . 中です。 こ れ ら の 由 緒 あ

る 搭 の 建 設 現 場 を 訪 れ 、 Ｈ 見学 ｈ 寺は向寺とも初 ｪ 宵の ＱＱ 組まで工・ ｊ ｾ 進

行 予 定 ) 木 造 住 築 の 巾 で も 特 殊 な 絡 の 榊 造 や 、 詳 細 を 学 び た い と 思

い ま す。

このたびも前回同線奈良県文化財保存・ ｊ ｾ 務所属生のご好立と治水池設

側 殿 の ご 斡 肢 に よ り 見 学 会 を 催 す こ と に な り ま し た。

早 春 の 大 和 路 の そ ぞ ろ 歩 き と 袋 九 時 代 の 1・t 重 な 塔 を 見 学 す る 好 い 機

会 に 、 会 員 諸 氏 の 多 数 の ご 参 加 を お 待 ち い た し ま す。

日 時 3 月30 日w .!，j!令13 .30→ 解 散 17 .30

集 合 場 所 奈 良 交 通 パ ス ( 王 寺 駅 よ リ 発 車 ) . 法 起 寺 口 」 停 儲 所

付 近 ・目標会: I i 1- e

〔参考〕 交 通 貨 は 各 自 負 姐 の こ と 。

(1)国 鉄 関 西 線 、 天 王 寺 よ り 奈 良 行 快 速 電 車

12. 50天 王 寺 発 → 13. 07ヱ 寺 泊 ( 片 道 100円)

(2)王 寺 駅 前 よ り 奈 良 交 通 パ ス 、 奈 良 大 仏 前 行 衆 車

13 . 10王 寺 発 → 13. 25法 起 寺 口 靖 ( 片 道70 同 )

25名

700円

定 員

会 貸

行 程

13 . 30→ 法 起 寺 ロ バ ス 停 出 発一一ー一徒 渉 15分

14 .00→ 15. 00法 起 寺三 屯 俗 見 学一一一ー徒 歩15分

15 .30→ 16 .30法 輪 寺三 重 塔 見 学

16 . 30→ 17 . 30懇 談 会 ・現地内平l欣

・見 学 終 了 后 、 法 輪 寺 の ご 厚 立 に よ り 会 場 を 持 惜 し 、 奈 良 文 化 財 保

存 ・ ｊ ｾ 務所および清水建設作業場の万々をお招きして強談会を ＱＱＱＱ しま

す。

申 i 6

往復はがきに| 浪ります。 は が き は 1 枚 1 .r，1浪 り と し 、 氏 名 ・勤 務 先

名 ・所主E j 也 ・役 職 . i f 給 屯 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 記 入 し 、

「 法 起 寺 、 法 輪 寺 見'γ 二 」 と 明 記 の ヒ 3 月22 日 幽 ま で に すZ業 諜へ。

見 学 先 の l刻 係 上 定 貝 を 超 過 し た と き は 1111せ ん に て 決 定 し 、 参 加 証 を

お 送 り い た し ま す。

三--'..!!I!:l:lILム三
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一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

「建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ 下 記 パ ン ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す の で 、 購 入 ご 希 望 の 方 は

昭和42年 昭和43年 昭和44年

(48，Jt) ( 49集) (50築)

国 立 場IJ 場$

建 築 産 業 の ・

正 月 号 都 市 生 活

構 造 と 方 向

者日 市 σ〉

鉄筋コンクリ

2  月 号 建 設 機 械 ート構造耐渓

い こ い の 場

設計の再検討

日本建築協会 50 周 年 記 念 a

計画と住民一

3  月 号 中音ｾからの
50周年記念号 卒 業 記 録 号

報 告

4  月 号 社 会 と 建 築 幼 児 施 設 * 老人とすまい

者日 司T と

建築史の方向

5  月 号

流 通 笠 IHl

教 育 施 設
一現代によみ

がえる過去一

6  月 号 住 宅 と 設 備 医 療 施 設

建 築 行 政 に

期待するもの

7  月 号 生 産 施 設 都市交通施設

転 換 し つ つ

ある住宅生産

モントリオ・ 都 市 供 給 解決をせまら掌

8  月 号

ー ル 万 博 処 理 施 設 れる公害問題

9  月 号 建 設 資 金

i洋 と し て の

海 洋 開 発

{主 府

10 月 号 最 近 の 外 装

者自 市 の 民 家 の 系 譜 *

アクセサリー と 保 存 計 画

11 月 号

第 1 4 1m 第 1 5 回 第 1 6 回*

青 年 建 築 家 ff 年 技 術 者 青 年 技 術 者

12 月 号 建 築 と 生 命

新都市計画法 九 州 か ら の

の 諸 問 題 報
£E t  3  

日本必3築協会まで、 'i1I音舌 ( 06ー231 - 9648) またはハガキにてお申

し込み下さい。( * 印のついている号は欠号になっております。)

定 価 昭 和42年 1 月号~昭和47年 3 月 号 ( A Ｔ ｾ 形判Ｉ￥ ＳＰＰ

昭 和47年 4 月 号 以 降 ( A 4 変 形 判 ) ￥400 

第52柴( 昭和46年) から第 54築( 昭和 48年) については、 「合本」もご

相 談に応じます。

昭和45年 昭和46年 昭和47年 昭和48年 昭和49年

( 51集) (52築) ( 53集) (54集) (55集)

現 代 社 会

住宅 - 60年代

冬 季 オ リ ン 歴 史 的

の 総 括 と 70 建 築 教 育

と は 何 か

年 代 の 展 望

ピックとキL中1Jr/; 環 境 保 全

都 市 エ ネ J レ 泉北ニュータ

明 日 の 建 築

建 築 と 安 全 ギ と 無 公 害 600号記念号 ウンのコミュ

化 ピ J レ ニ テ ィ 施 設

はどうなるか

日本万国博と イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

建 築 基 準 法 保 養 所 作 品

技 術 開 発 デ ザ イ ン ピ/ レテ・イング

ト一一一

設 (1) 者11 市 生 活 と レ ジ ャ ー と

既成市街地の

都市交通問題 住宅地整備の

シ ス テ ム 化 み ど 施 設

方策

グ ソ ド デ ザ 企 画 と 設 計 大 阪 国 際

イ ン 運 動 の プ ロ セ ス

水 利 用

ビJ レディング

高層建築問題 解 体 工 学

量 産 住 宅 老 人

σ〉 設 制長 コミュニティ

欧 米

者11 市 と 港 湾

住宅一建築家

お け る 契 約 の す ま い

般 号

建 築 家 の 転 換 期 y ' )
(桂 中 学 )

新用途地域制

課 題 と n 任 ニュータウン と 環 士克

工 事 計 阿

軟 弱 地 盤 者11市住環境へ皐

構 造 と 施 工

と 震 災 のアプローチ

デ イ

，、，、
変 貌 す る

都 市 防 災 仕 上 と 材 料

ロ ッノマーー 建 築 生 産

第 1 7 回 第 1 8 回 第 1 9 回 第 2 0 図

青 年 技 術 者 青 年 技 術 お 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者

山陽・山 ｉ［ｾ 自
ｾｊ＼＠

と

北陸の新建築

ヨーロッパの

か ら の 報 告 レジャ: a 1m ま ち づ く り

世築と社会/ 1974' 1 311 サ 2  



ルーフィングを造って50年. ノ

日新 工 業 は 防 水 材 を 作 っ て 50年 、 そ の 安 定

し た 実 績 で 高 い 信 頼 を 得 て お り ま す。 さら

に 、 設 計 者 の 色 々 な 注 文 に 合 っ た 防 水 が で

き る よ う 、 今 日 も 新 し い 製 品 の 開 発 を 続 け

て お り ま す 。 防 水 の こ と な ら 、 マ イ ホ ー ム

か ら ト ン ネ J レ ま で 、 ど ん な こ と で も n 新 工

業 へ お 任 せ く だ さ い 。

50年 前 の 製 造 風 景

- 防 水 工 事 用 ア ス フ アル ト ル ー フ イ ン ク 類

・合 成 コ ム 系 ル ー フ インク 材

・塩ビ・ コ ム 系 床 用 タ イ ル 類

・涯 青 系 ・ 合 成 高 分 子 系 シー リ ン グ 材

・防 水 工 事 用 コ ン パ ウ ン ド ・ 塗 料 . j妾着剤

・屋 根 葺 周 ア ス フ アル ト シ ン グル

・断 熱 ・結 震 防 止 材

・ル ー フ ィ ン グ 原 紙 ・板 紙 類

，

 
!

J

 

1. 露出防水のフクレを完全に防止します。

2.下地挙動を緩和し、優れ た耐亀裂性を発揮します。

3.従来の絶縁工法にない接着力で、風による剥再!tr

防止します。

防 水 の 難 問 を 解 決 し た

特許ストライブ工法

P  A  T856649 

で ＰＰ なￛￛￛｏＺￛｏￛￚｏｴ刀白地ￜＢｑｃｊＺｏｃＱｾＭＺｑひか ￙ｾ 加合｣［ＺＺＭ

ｾ辻弘法当止地法弘法 当ｾと出 い と士

711 711 711 711 ;矛

ピロヲ%111ド

⑧緊Z2Z訪 問fJ5芳2T 組 合

日 新 工 業 綜 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住束2丁目 21番28号 T E L 東京 (882)2424 (代表)

大阪支底・大阪市東淫川区i高光通リ 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741 )4257- 8・広島 ( 21) 1010 '1061・福岡 (74) 3461- 3

. 札 幌 (51 ) 5659 ・6885・山形 (23)0437- 9 ，工場. 東京・1奇玉・山形

3  



Nat i onal  

スペースを有効に生かせる天井吊りが

率 社会と共に歩も、技術のf 弘 前a

4  

の
新登場/

【工事しやすく 一 一i I ! i m] も減量 (当社比) 羽

天井 吊りエアコンの難問題が解決。工事がグンとラ

クにな りました。 プラスチ ック・ ボディのf采用 で、

重量が従来の55kgから、わずか39kgに… 驚く ほどの

軽 さを実現 しました。(当社比) しかも 、 吊り下げをこ

れまでのボルト 方式でなく 、新方式の吊り金具 を採

用。天井取 りつけが簡単になりました。軽 ~いおし

ゃれな天井 吊 り、エ アコン技術の成果です。

図の吊り金具AI こB を

ひっかりるだけで、本

体が取り つけられます 。

高さは 4 段階に調節可

能。 あ k はポルト で し

めつIt完了です 。



: スマートな操作一一一プルスイッチ E  

赤

ナショナノレ独自の機構、プノレ

一 黄

スイッチ。通電・送風 ・弱 冷

、

E・・・・・・・11哩!!!!I II 1  1・・・ 1
緑

強冷を赤・黄・緑・緑のラン

緑 プで表示。便利な設計です。

し」二二ーJ

司‘， 

: ポテごイをブルーに、- お化粧なおし 】l

サイドカバーは、明るいフツレー。おしゃれでカラフ

ルです。吹き出しグリルもスマートに、上下に風向

調節が・ ・・ 吸 込 口 は 後 部 へ、コ ンパクトにな りました。

空 冷 式 : C  S  - 3  7  T  ｾｾｾｺ ……・・……・ Ｎ Ｎ Ｖ ， ＵＰＰｫ ｣｡ ｬ Ｏ ｨ
( セパレート裂) 60Hz. . . . . . . . . . . . . . . . . . .7，100kcal / h  

冷房のめやすーーー ・ . 30- 65 m'  タ+ 型寸法; w; さ 230X稿 1. 260X奥 行55200

空冷周室外ユニット・. CU- 3 6 0 2

随
一

昔宮 ｾＣＡｊ 且

玄: . .  コ1 7
ｅ ｾ 苫 ｚｓＱ 晶

床置き型にも工事のラクな

おしゃれエアコンが・ ..

小さく、そして驚くほど軽い (当社比)

高さ 169 X I幅78X 奥行 35cmとグッとコンパクト。しかも 重量が

従来の3 トンにくらべ、なんと l O. 5kg も軽くなりました。

3色そろったおしゃれな前面パネル

パオ、 J レの色はイ エロ一、アイポリ 一、ブラックの 3種 類。運 転 表

示は、フツレーのオ、オンが輝〈設計。2・・. .ど ・・・

配管接続口を高〈 、上部ドレン :

配管工事が簡単に

下部ドレン接続口を一体にする

など、工事がしやすくなりました。

冬は暖房機としても

使えます

.  
-

別販の電気ヒー夕、または自動 ・

給湯機と温水 ヒー タのコンビで ・

快適な温風l暖房ができます。 :  

@雌胆…一省舘鍛吋一還齢釦釦定U酌 グの Y…
水冷式 : cアP一3拘8  

・ほかに、水冷式CP- 58もあります。 :...τ............: 

己
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，. . . 一 集合排気システム・ーー一、
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J  縫 屋上揖' " 圏 :  

- ・・・ o .  .. ， 

0  ・・ I  

- ー一一ーー..一一一一 一ー一一一一ーーーーーーー - ----，

制 柵盤

ダンパー

換気月1ダンパーがIlfl くと、: t ; IJ 御然を

通して電子信号が屋上換気扇に伝

わり運転を 11トl始。ダンバーの 1m放個

数に従って、思UEが ij !U-中 . ｾｾと自 動

的に切換わり、lhcf去の住戸の {史Jfll 亭

11二k ともに向動的に停止します。

ｕｉ ・繍小 ｧ 躍進 且復 Ｈ ｾロ ッ コファン Ｉ

小形. 純鼠 . t i F. 適応" が口僧

11子 (2. 10"111)10気扇
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レンジフード グ ' ト式" 縫合

機'A シス歩ムにら組; . ; めます.

天弁理込鳳銀色気扇

関川笥閣の広いダタトm.

ｅ Ｇｌ 序 ｾｩｴｬ 元ｴｴＱｪ日 ｾ｟ｩＮｾ 珂・圏一一一一
. 資 軒 fo違 量 ( 〒岨6) 作 n ｊｾ ｬ ｬｩＡ 民 衆町九 町 内 ， Ｑ Ｘ Ｑ Ｑ 訟 下削 工 侠 気温 風段 嗣 簿 @ 時 曲 (8111151・8 間 合 ぜU 、松下電器開捕、または住宅担嗣 帽 器官畢胸骨へ札概位4 1) 9211 1暗殺 (22) 1211 

仙台{ 却 8111 乎 肺宮( お:13235 大 宮 l岡 田21 千 草 (431四 国 夢京 (4日13111 立 川 {剖} 町 01 慣副 曲 。 却41 繍 踊 {削 1261 術商( 品，) 21日 金制 61) 2151 松 本{ 詣} 百 15 静 岡 (45) 1241 名 古 島

( 950日 11 夜 間 ( 230曲 51 X 匝( 3 <6) 5151 大臨( 拍9)1201 沖 F ( 390 市 21 広 島 (431nl l 広 局 (48)1 195 岡 山 信5113 11高松 (21)1 121高松 (511お お 北JL州 ( 530 臼 21福 岡 ( 271) 1131福岡 (431) 1101
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大きく深く改良を 加えた水柑

高さは85センチ、若い奥 さまへのおすすめポイントです

食 器 乾燥 棚 衛生的に食器が乾き、主しくしまえま主

臭いが逃 げずアプラ虫をよせっけないコ・ムパッキン

- 東京ナショナル住宅設備ご相談センタ一

所在地ー ・干 141 東京都品川 区東五反回1- 1! - 15( 電波ピル l 階)

1世話 東 京 ( 03) 445ー 7362- 3

開 館・・午 前9時 30分 一 午 後6時( 水曜・祝祭日休館)

・大阪ナショナル住宅設備ご相談センタ一

所在地ー ー〒556 大阪市浪速区新川3- 635( 朝日生命ピル l 階)

司I 話 大阪 ( 06) 6 3 3 - 815 1 - 2  

開 館ー・午 前 10時 ~ 午 後6時{ 月 附・祝祭日休館)

・千葉ナショナル住宅設備ご相談センタ一

所在地ー〒280 千築市vr 田町 175

電 話 千 灘 ゆ472) 45- 0330

開 館 ー・午 前9時 ~ 午 後5時 15分 ( 日 曜 侃 祭 日 休 館)

・北陸ナショナル住宅設備ご相談センタ一

所在地… 干920 金沢市労斉2丁目 5番 35号( 啓多ピル l 附)

司I 話 金沢 ( 0762) 31- 6 6 3 8

開 館・ ・午 前9時 30分 ~ 午 後5時 15分( 日 胤 ・祝祭 日 休 館)

- 商品のくわしいご相談は最寄りの

松下電器・住宅設備機器営業所へどうぞ

北 海 道 住宅 設備様 器 営業所 長 野 住宅 段備 機 器 営 業 所

TEL . fL械 (251) 3329 TEL . 松本 (26) 2510  

奥 羽 住 宅 設 備 様 器 営 業 所 静 岡 住 宅 設備 機 器 営 業 所

T EL. i青森 (22) 1211  TEL .  ｮｾ 附 (45) 1241  

仙 台 住 宅 設 備 機 器 営 業 所 名古屋住宅段備機器営業所

T E L.fII .台 ( 25) 8111 T E L 名 古 庖 (951) 6211 

茨 械 住 宅 設 備 機 器 営 業 所 京 滋 住 宅 設 備 機 器 営 業 所

T E L 水 戸 ( 25) 6421 T E L 京mは31) 8851

埼 玉 住 宅 設 備 機 器 営 業 所 大 阪 住 宅 段 備 機 器 営 業 所

T E L 大 宮 (65) 1522 T E L 大 阪 (909) 1201  

北関東住宅設備機 器 営業所 神 戸 住 宅 設 備 機 器 営 業 所

T EL . 宇都宮 ( 36) 4020 T E L 神戸 (391) 2405

千 葉 住 宅 鼓 備 機 器 営 業 所 奈 和 住 宅 段 備 機 器 営 業 所

T E L 平総 (42) 8521 T E L 大阪 (鈎8) 30∞

東 京 住 宅 設 備 機 器 営 業 所 広 島 住 宅 設 備 機 器 営 業 所

T E L . JI( 京 ( 343) 3956 T E L 広 島 (48) 1195 

多 摩 住 宅 設 備 機 器 営 業 所 四 国 住 宅 蛍傭 織 器 営 業 所

T E L 立川 ( 24) 6701 T E L 高 松 (51) 4629 

械 浜 住 宅 設備 織 器 営 業 所 北 九 州 住 宅設備 機 器 営 業 所

T E L 横浜 (641) 1262 T E L 北 九州 (531) 5221  

新 潟 住 宅 設備 機 器 営 業 所 福 岡 住 宅 設 備 織 器 営 業 所

TEL . 街 溺 (46) 1211 T E L 矧 岡 (431) 1101 

北 陸住 宅 設 備 機 器 営 業 所

T E L 金沢 (61) 2151

関
Ｎ カｾロ グ 進 呈 松下 電 器 ・ 厨 房 器販売 事業 部 パ ナ ラ イ ノ ｂｘ 係 門真市大字門真 紛 Ｈ ＧＱＧ Ｕ ＷＱ Ｉ 電 路大阪 Ｈ 鈎 Ｉ ＱＱＳＱ

事 社会と共に歩む技術の#: 14 1 &

9  



日本建築協会法規委員会

質疑など的投稿をお待ち してお ります。

78 

防火戸および、夕ゃンパーに関する告示について

まえがき 建 築 物の防災避現! I 規定の主主備 を図るために、建築基準法地行令の一宮11が 改 正 ( 昭和 48年

8 月23 日付、政 令 第 242号、 地行日 は昭和 49年 1 月 1 日である ) されたが、そのうちの防火戸および

ダ ン パ ー の 規 定中 、 建 設 大 臣 の 定 め る 基 準 と し て 、 以 下 に 示 す 告 示 が 昭 和48年 12尽28 日付で :Hされ

ま し た 。 な お い ず れ も 施 行 日 は 昭和 49年 1 月 1 日です。 ( 大阪市建築局建築指導部指導第 1諜 平 林 孝 )

建 設 省 告示 第 二千 五 百 六 十 四 号

建 築 基 準 法 施 行 令 ( 昭 和 l二 十 五 年 政 令 第三 百 三

十 八号 ) 第 有 十二 条 第 十 四 項 第 四 号 の 規 定 に 基

づ き 、 火 災 に よ リ 煙 が 発 生 し た 場 合 に 自 動 的 に

閉鎖 し、かつ、避難上及び防火上支障のない ｾ

煙 性 能 を有 す る 甲 種 防 火戸 又 は 乙fofl 防 火 戸 の桃

i立 の 基 準 を 次 の よ う に 定 め 、 昭 和 四 十 九 年一 月

一 臼から施行する。

H召和 IIq十 八 年 十二 月二 十八日

建 設 大 臣 (0.問 問 失

一 火 災 に よ り 煙 が 発 'E した場介に自動的に 閉

鎖する甲種| 坊火戸又は乙樋防火戸( 以下「防火

戸」という。Ｉの椛泣の必 ｩ ｬ ｾ は、 ｈ 召剰 Ｑ fsl 十 八 年 卜

二 月 建 設 省 告 示 第二 千 3i. 百 六一|ー三 号 の 第一 に 定

め る も の と す る こ と 。

二 ｾ煙性能を有するｼ坊火戸の 榊 迭の基準は、

建築基準法施行令指1百寸粂の規定によるもの( シ

建 設 省 告 示 第 二 千 五 百 六 十 三 号 源 に 接 続 す る 部 分 及 び 消 防 法 地 行 令 ( 昭和三 十 ャ y タ ー に あ っ て は 、r"J のり臓が五メートノレ以

建 築 基 準 法 施 行 令 ( 昭 和二 十 五 年 政 令 第三 百 三 六 年 政 令 第三 十 七 号 ) 第 七 条 第三 項 第一号 に 規 下 で 、 別 記 に 規 定 す る 逃 煙 性 能 試 験 に 合 格 し た

十 八 号 ) 第 百 十 二 条 第 十 四 項 第三 号 の規定にさJ i 定 す る 自 動 火 災 報 知l設備 の中継総又は' 支信機に もの又はシャ y ターに近桜する 位 ili に網入り yγ

づ き 、 火 災 に よ り 燈 が 発 生 し た 場 合 又 は 火 災に 接 続 す る 部 分 を|徐< 0 ) に按続しないものとし、 ラ ス そ の 他 乙 種 防 火 戸 と 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す

より ｩ ｊｩｬｊｾ が急 激 に上昇した場合に自動的に 閉鎖 かつ、配 ｾｉｌ 量産文は分ｾｉｬ悠のｼ渚別主ｉｬ日開株のＧ［ｴｉ ｩ 原 る も の を 固 定 し て 併 殺 し た も の で 、 内 の り 幅 が

す る 甲 種 防 火 戸 文 は 乙 種 防 火 戸 の 構 造 の 基 準 を 1RIJ で分岐し て い る も の で あ る こ と 。 八 メ ー ト ル 以 下 の も の に 限 る 。) とすること。

次 の よ う に 定 め 、 昭 和 四 十 九 年一月 一 日から施 四 自 動 閉 鎖 装 也 は 、 次 に 定 め る も の で あ る こ ( 1] 1}記略)

行 す る 。 と。 建 設 省告 示 第 二 千 五 百六 + 五 号 .，1  

昭 和 四 十 八 年 十二 月 二十 八 日 ( → 連 動IIrl) 御総から起動指示を受けた場今に| 坊 建築基準法施行令( 昭和] 二 十 五 年 政 令 第三 百 三

建 設 大 臣 亀 岡 高 夫 火 戸 を 自 動 的 に 閉 鎖 させるものであること 。

第 一 火 災 に よ り 煙 が 発 生 し た 場 合 に 自 動 的 に ヒj 自動 閉 ｾｊＧ￭ 装置に用いる屯気配線及び氾線は、

閉 鎖 す る 甲 種 防 火戸 又 は 乙 種 防火戸 ( 以 下 rl 坊 三 の ∞ に 定 め る も の で あ る こ と 。

火戸」という。) の構 造 の 基 線 は 、 次 の と お り と 五 予 備 ｾｬｴ iJhl は 、 昭 和 問 十 五 年 十二 月 建 設 省 告

する 。 示品1 千八下[二 十 九 号 の 凶 に 定 め る 基 準 に よ る も

ー 煙感知若手、運動制御器、自動閉鎖装誼及び めとすること 。

予 備 電 源 を 備 え た も の で あ る こ と 。 第 二 火災により ｩｾ Ｚｊｾ が急激に上昇した場介に

二 煙感知探は、 次に定めるものとすること。 自動的 に閉鎖 す る 防 火 戸 の総 ii !i の 基 準 は 、 次 の

(ー) 消 防法 ( 昭和 二 十 三 年 法律 第 百 八 卜 六 号) とおりとする。

第二 十 一 条 のニ 第一 項 の規 定 に よ る 検 定 に 合 格 1  熱 感 知 器 と連動して自動的に 閉 鎖 す る 構 造

し た も の 又 は 建 設 大 臣 が こ れ と 同 等 の 性 能 を 有 の も の に あ っ て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る も

すると認めるものであること。 のとすること 。

同 次 に 掲 げ る 場 所 に 設 け る も の で あ る こ と 。 ー 熱感知協、述動制 ￭ｾ Ｑｉ Ｑ 緑、自動閉鎖装置及び

イ 防火戸からの水平 ｾｧ 向性が十メートノレ以内で、 予備 ¥'tI i原を備えたものであること 。

か つ 、 防 火 戸 と 煙 感 知 総 と の 1111に 間 仕 切 壁 等 が 二 熱感知1''*は、次に定める ものであること 。

な い 場 合 (ー) 消 防 法 第二 十一 条の二 百，; - rnの規定による

十八- ' 0 - ) 約百十二 条 第 十 六m第 四 号 の 規 定 に 基

づ き 、 ダ ン パ ー と し て の 機 能 を 確 保 す る た め の

椛 i立の 基 準 を 次 の よ う に 定 め 、 昭 和 四 十 九 年一

月一 日から地行する 。

昭和) J l ) 十八年十二 月二 十八日

建 設 大 臣 f色岡 高 夫

ー ダンパーは、次の婆件に該当するもので、

別 記 に 規 定 す る 漏 煙 試 験 に 令 格 し た も の で あ る

」と 。

(ー) 加 熱 に よ リ 著 し い 変 形 を 生 じ な い も の で あ

ること 。

仁j ダ ン パ ー に 使 用 す る ス プ リ ン グ 、 軸 受 け そ

の他の可動苦11存11材 は 、 腐 食 し に く い 材 料 を 用 い

たものであること 。

ニ ダンパーの設置宝方法は、次に定めるとお り

とすること 。

ロ 壁( 天井から五十センチメートノレ以上下方 検定に令絡した布IH1 ' i 式若しくは定混式のもので (ー) 主主Hi'l i泣古11に堅固に取り 付 けること 。

に 突 出 し た た れ 壁 等 を 含 む。) から六十センチメ 定 出 点若 し く は 特 種 の 公 称 作 邸ui :nU.立 が そ れ ぞ れ (二j ダンパーを耐火梢 ｩｩｩｾ 干の ｬ 坊火区画に近接す

ートノレ以上離れた 天 井 等 の 室 内 に 面 す る 部 分o郎 六 十ltt か ら 七 十j支までの も の ( ボ イ ラ 一 室 、 厨 る 部 分 に 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 ダ ン パ ー と 当

下 等 狭 い 場 所 で あ る た め に 六 十 セ ン チ メ 一 上 ル w等 敢 高 周 囲 樹 立 が 五 トJ立をこえる場所にあっ 該防火区画との! 日! の瓜i立は、厚さ ー ・五ミリメ

以 上 級す こ と が で き な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 ては、当該成町周岡山文より 二 寸 ｪ 支 ｲｅｌ 、定 ｩ ，ｬ ， Ｚ ｾ点 ートノレ以 上の 欽板 でつ〈 り、又は欽網モノレタノレ

l廊 下 等 の 天 井 等 の 室 内 に 萌 す る 部 分の 中 央のms 若 し く は 公 称 作 動 i1uU! . r のもの ) 又 は 建 設 大 臣 が 皇室その他 の不 燃 材 料 で 彼 複 す る こ と 。

分) こ れ ら と 同 等 以 上 の 1' 1 : 能を有すると記めるもの 三 ダ ン パ ー に は 、 天 井、笠谷:に一 辺 の 長 さ が

ハ 次 に 掲 げ る 場 所 以 外 の 場 所 であること 。 三 十 セ ン チ メ ー ト ル ( 堕 等 の 垂 直 前 に 設 け る 場

(ィ) 換 気 口 主干の空気 l加 H口 に 近 接 す る 場 所

(ロ) じ ん あ い 、 微 粉 又 は 水 蒸 気 が 多 誌 に 滞 儲 す

る ｴｾｽｦｩ ，斤

やす J腐 食 性 ガ ス の 発 生 す る お そ れ の あ る 場所

( ニ) 厨房等正常時において煙等が滞留する場所

三 iill 動 制 御 総 は 、 次 に 定 め る も のである ニ と。

(ー) 煙感知l*" か ら 信 号 を 受 け た 場 介に自 動 閉 鎖

装 置 に 起 動 指 示 を 与 え る も の で 、 随時、制限11 の

監 悦 が で き る も の で あ る こ と 。

(斗 火 災 に よ る 熱 に よ り 機 能 に 支 障 をきたすお

そ れ が な く 、 か つ 、 維 持 管 理 が 容 易 に 行 え る も

のであること 。

同 連動ｬｕ ｬ ｊ￭朗 ｉＪＢ に用いる ｦｅ 気配線放ぴ ｾｬｌＪｊｩｬ は、

次に定めるも のであること 。

イ 昭 和 119十 五 年 卜二 月 建 設 省 告 示 第 千 八 百二

十 九 号 のニ 及 び三 に 定 め る 法 単 に よ る も の と す

ること 。

ロ '応用 の電源、め f区気配線は、他のf江主i 回 路( 屯
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(二:J tli ー のこ の( ゴのイ及び口に仰 げ る 場 所 に 設

けるものであること 。

三 j A動f初1 i : F 1 I 様、自動閉鎖装i IU土ぴ予1，ii! ''';:i 原は、

第ー の三 から TI. までに〉とめるものであること 。

2  niU! r ヒューズと. i i l l 動して向動的に閉鎖する

構 i立のものにあっては、次に A め る と こ ろ に よ

るものとすること 。

- iluU立ヒューズ、 iiii 動 |刻釘i袋 世 J 止びこれらの

i収付古11分 を1，ii! えたも の で、1 ] 1) ;; 己に規定する試験

に 介 格 し た も の で あ る こ と 。

二 百I，U! tヒ ューズは、. k : J I:の 室内 に 而す る 部 分

又 は 防 火 戸 恭 し く は II}J 火 戸 の 枠 の J' .ml で 熱 を 有

効 に 感 知 で き る 場 所 に お い て 、 断 熱n を約する

不 燃 材 料 に 以n¥して駅間に l[x リイサける L の と す

ること 。

三 ｪ Ａ￟Ａｬｩ Ｑｊ 閉鎖袋世 の可Ａｬｩ Ｑ ｊ￯ｲｬｬ 日 ｉ ｓｩＧ ｾ は、 ｊＨ ｩｓ 食しにく

ぃ H ; f i トをr r J ，、るものとすること 。

( 日I) ?己間島)

介にあっては、1 I 1 ) 十五センチメートノレ) 以上の

保 守 点 検 が 容 易 に 行 え る 点 検 口 並 び に 誕 の 開閉

及び作動状態を雌訟できる検査口を設けること。

)J q  ダンパーには 、次の区分に 応 じ 、 火 災 に よ

り煙が先生した幼子干に自動的に 閉鎖 す る 機椛 又

は火災によリ ｩｬｩ Ｚｊｾ が急激に上昇した場合に自動

的 に 閉 鎖 す る 機 榊 を 備 え た も の で あ る こ と 。

←) J!ll li 立が二 以 上の 階 に わ た る ダ ク ト 」zzk を

貫通する上場合においては、昭和四十八年十二 月

建 設 省 告 示 第二 千 五 百 六 十三 号 の 第ー のー に 規

定 す る も の を 備 え 、 問 符 示 第ー のこ か ら 五 ま で

に定める基搬によること 。

(ごJ (.ベ} 以外の場作においては、昭和四十八年卜

二 月 建 設 省 管 示 第二 千 五 行 六 十三 号 の 第ー の 一 、

第二 の 1 のー 又は 2 のー に 規 定 す る も の を備 え、

問符示部ー のこ か ら 五 ま で 、 第二 の 1 の 二 及 び

三 又は 2 の二 及 び三 に 定 め る 基 単 に よ る こ と 。

( 1] 1)記 略 )

a  
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( II 以 下 は 答 申 の 文 案 で あ る 。 )

l  II 今 後 検 討 す る 必 要 の あ る 事 項|

市 街 地 環 境 の 務 備 を 図 る た め に は 、 前 記 I の 各

事 項 の ほ か 次 に 掲 げ る 基 本 的 な 問 題 に つ い て 、

今 後 さ ら に 検 討 を 続 け る必要がある。

建 築 審 議 会 ( 会長 : 加 藤六 美 ) で は 、 昭和 49年 1 月28 日付て¥建設大臣亀岡高夫宛に、 「市街地環境

の護保j の促進のための方策に| 刻する答申一一法制の強制自等について( 第 1 次 ) ー 」 を 行 っ た が 、 こ の

答申のうち、 r 1  . 当 面 綿 ず る 必 裂 の あ る 情 誼 J に つ い て の 説 明資料を以下参考ーまでに掲 il&します。

1  土 地 利 用 関 係 法 令 等 の 再 検 討

最 近 に お け る 都 市 の 土地 利 用 の 複 雑 化 、 多 様化

に 伴 い 、 市 街地 に お け る 土地 利 用 の 混 乱 が問 題

と な っ て き て い る 。 こ の よ う な現 状 を是正 し、

良 好 な 市 街地 環 境 の 形 成 を 進 め て い くために は 、

土 地利 用 に 闘 し 、 一層 総 合的 か つ 計 画的 な 規制 、

誘 導 を 行 う こ と が必 要でるある。しかしながら、

現 行 の 都 市 計 画 法 、 建 築 基 準 法 を は じ め と す る

各 種 土 地 利 用 関 係 法 令 及 び 都 市 艶術 事 業 に 関 す

る 各 種 事 業 関 係 法 令 の 体 系 は この 点 に お い て 必

ず し も 充 分 で あ る と は い い 難 い の で 、 これ ら の

法 令 の 再 編 成 を 含 め た 抜 本 的 な 法 体 系 の 鐙備 を

行 う こ と を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

|I 当 面 構 ず る 必 要 の あ る 措 置 |

1 - 1  土 地 利 用 に 対 す る 規 制 の 強 化

( 1) 用 途 地 域 制 に つ い て

イ 用 途 地 域 に お け る 用 途 規 制

現 行 の 用 途 地 域 制 で は 、 第一 種住居専用地域、

第二 種 住 居 専 用 地 域 、 住 居 地 域 、 近 隣 商 業 地 域 、

商 業 地 域 、 準 工 業 地 減 、 工 業 地 域 及 び 工 業 専 用

地 域の 8 種 類 の 地 域 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 地 域 の

性 格 に 応 じ て 建 築 し て は な ら な い 建 築 物 が 定 め

られている 。 と こ ろ が 現 在 の 規 制 で は 、 例 え ば

第二 種 住 居 専 用 地 域 及 び 住 居 地 域 { こ お い て は 庖

缶 詰 、 事 務 所 を 建 築 す る ニ と が で き る こ と に な っ

て い る た め 、 百 貨 庖 の よ う な 大 型 応 舗 や 大 規 模

な事務所専用ビノレでも建築することができるこ

と に な る が 、 こ の よ う な 大 規 模 な も の は 住 居 の

環 境 保 全 上 及 ぴ 土 地 利 用 上 問 題 が あ る 。

そ こ で 、 例 え ば 条 例 に よ り こ れ ら に 対 す る 制 限

の 附 加 が で き る よ う に す べきである。

ロ ー立 体 的 な 用 途 規 制

第二 種 住 居 専 用 地 域 は 、 主 と し て 中 高 層 住 宅 に

よ り 専 用 的 土 地 利 用 を 図 る べ き 地 域 で あ る が 、

専 用 の 庖 舗 、 事 務 所 を 建 築 す る こ と が で き る こ

と に な っ て い る た め 、 庖 舗 専 用 ピ ル 、 事 務 所 専

用 ビ J レ が 無 制 限 に 建 築 さ れ る お そ れ が あ る 。 と

こ ろ が 、 こ れ ら の 地 域 に こ の よ う な ビ ル が 数 多

く 建 築 さ れ る こ と は 、 土 地 利 用 上 も 環 境 上 も 好

ま し 〈 な い の で 、 こ れ ら の 用 途 は 商 業 的 に 利 用

価 値 の 高 い 下 層 階 に 限 定 す る こ と に よ っ て 量 的

に 抑 制 す る と と も に 一 定 階 以 上 ( 例 え ば 3 階 以

上 ) の 市街 地 空 間 は 第一額 住 居 専 用 地 域 並 み の

良 好 な 環 境 を 確 保 す る よ う に す べきである。

(2)  形 態 及 び 密 度 規 制 に つ い て

イ. 日! K ! . の保全

専 門 委 員 会 の 中 間 報 告 の 魁 旨 に 沿 っ て 、 第一 種

住 居 専 用 地 域 、 第二 種 住 居 専 用 地 域 及 び 住 居 地

域 並 び に こ れ ら の 地 域 に 隣 接 す る 地 域 等 で あ っ

て 、 特 に 日 照 確 保 を 図 ら な け れ ば な ら な い 地 区

に つ い て 、 高 さ が10メ ー ト ル 以 上 の 建 築 物 ( 第

一穂 住 居 専 用 地 域 に あ っ て は 、 階 数 3 以 上 の 建

築 物 ) を 対 象 と し て 日 影 規 制 を 行 う べ き で あ る 。

ロ 建 ぺ い 率 及 び 答 税 率

建 ぺ い 率 に つ い て は 、 現 在 第 一種 住 居 専 用 地 域

では%、 xo、 % 、 % の 4 種類の都市計画' 決定が

で き る こ と に な っ て い る が 、 第二 都 住 居王手用地

域 等 に お い て も 現 行 の 一 種 類 だ け と い う の を 改

め 、 少 く と も 専 用 地 域 に お い て は 、 多 様 化 し て 、

例 え ば 第二 種 住 居 地 域 に お い て 現 行 の % の ほ か

に も っ と 低 い 建 ぺ い 率 ( 例 え ば % 、 % 、 % ) を

指 定 で き る 途 を ひ ら く べ き で あ る 。 容 積 率 に つ

い て も 、 第二 種 住 居 専 用 地 域 に お い て は 、 現 行

の % の ほ か に 、 も っ と 低 い 容 積 率 ( 例 え ば % 、

% ) の 指 定 が で き る 途 を ひ ら く べ き で あ る 。

ま た 、 容 積 率 の 制 限 は 、 地 域 ご と に 定 め ら れ る

谷 税 率 と 敷 地 の 前 面 道 路 の 巾 只 に よ る 容 綴 率( 巾

只 の メ ー ト ル 数 X O.6)の い ず れ か 厳 し い 方 に よ

る こ と に な っ て い る が 、 現 行 の 道 路 巾 貝 に よ る

制 限 は 市 街 地 に お け る 道 路 と 建 築 容 桜の均 衡 を

図 る 上 で ゆ る や か に 過 ぎ る も の で あ り 、 少 く と

も 住 居 系 の 地 妓 で は 0 .6を も っ と 引 下 げ る ( 例

え ば 0. 4 とする。) べきである 。

(3) 建 築 協 定 制 度 に つ い て

イ . 標 準 建 築 協 定 制 度

現 行の建 築 協 定 制 度 は 、会 貝 合 意 制 で あ り 、 し

か も き め ら れ る 内 答 が 広 範 囲 に わ た る た め 、 後

れ た 制 度 で あ る と 一 般 に い わ れ な が ら 十 分 に 活

用 さ れ て い な い。 そ こ で 、 こ の 制 度 の 活 用 を 図

る た め 、 特 に 良 好 な 居 住 環 境 の 要 求 さ れ る 住 居

専 用 地 域 を 対 象 と し て 、 協 定 の 内 容 も 建 築 物 の

用 途 、 建ぺ い 率 、 階 数 、 外 壁 の 後 退 距 離 等 の 基

本 的 な も の で 、 誰 が み て も 納 得 で き る 程 度 の 制

限 ( 例 え ば 第一 種 住 居 専 用 地 域 で 階 数 を 2 以 下

とし、主主ぺい率が% の地域でこれを% に強化す

る等 ) に 限 っ た 建 築 協 定 の 標 準 を 市 町 村 が 定 め

ることとし、この標準協定を採用する場合には、

区 域 内 に 一 部 に 同 窓 し な い 者 が あ っ て も 大 多 数

の 関 係 権 利 者 ( 仔IJ え ば % ) が 同 意 す れ ば 成 立 す

る こ と と す る よ う な 制 度 を 一 般 の 建 築 協 定 制 度

と は 別 に つ く る べ き で あ る 。

ロ. 1 人 建 築 協 定 制 度

現 行の建 築 協 定 制j支 の も と で は 、 デ ィ ベ ロ ド マ

ー が 良 好 な 環 境 の 住 宅 地 を つ く ろ う と し て 宅 地

開 発 を 行 な っ て も 、 こ れ に 建 築 協 定 を か け る た

Z  建 築 確 寵 制 度 の 再 検 討

都 市 に お け る 土 地利 用 が 綾雑 化 し て き て い る 実

態 に 対 処 す る た め に は 、 現 行 の 建 築 主王将による

確 認 制 度 で は 必 ず し も 充 分でーない面が生じてい

る の で 、 建 築 物 等 に よ る 土地 利 用 を 規制 する 建

築 基 準 法 の 集 団 規 定 に つ い て は 、 許 可制 度 を 導

入 す る こ と を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

さ ら に 、 こ の 集 団 規 定 と 都 市計 画 法 の 開 発 貯可

に 関 す る 規 定 と の 一 体化 を図るとともに、 建 築

敷地 の 最 小 規 模 、 廃 棄 物 の 野 積場 手建 築 物 の 敷

地 以外 の 土地 の利 用 等 に つ い て も 新 た に 規制 す

る こ と を 検 討 す る 必 要がある。

1  建 築 計 画 制 度 の 導 入

め に は 宅 地 を 一 部 で も 誰 か に 売 っ た 後 、 こ れ を 良 土 地 利 用 規 制 の 目 的 は 、 建 築物 の 用 途 及 び 容積

っ た人と 一 緒 に 建 築 協 定 舎 を 作 成 し 、 特 定 行 政 を 適 正 に 配 分 し 、 そ の 配置 及 ぴ 形態 を規 制 する

庁 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い こ と に な っ て こ と に よ り 、 合 理 的 な 土地 利 用 と 良 好 な 市 街地

お り 、 こ れ が こ の 制 度 活 用 の 1 つ の ネ ッ ク に な 環 境 の 確 保 を 図 る こ と に あ る 。 この 見 地か ら み

っている。 る と 、 現 行制 度 に よ る 規 制 は 、 用 途 、容積率、

そ こ で 、 こ の 手 間 を は ぷ く た め 、 上 記 の 標 準 協 建 ぺ い 率 そ の 他 ど の 規 制 も7' :7 ロに過 ぎるきら

定 に よ る 場 合 に は 、 デ ィ ベ ロ y パ ー が あ ら か じ い が あ る 。 こ れ を 補 完 す る た め 、 建 築 計 画 制度

め 建 築 協 定 を 定 的 て 特 定 行 政 庁 の 認 可 を 受 け て た と え ば 西 欧 諸 国 に み ら れ る詳 細 計 画 の ご と き

お け ば 、 そ の 効 力 が 宅 地 勝 入 者 に 及 ぶ よ う に す 手 法 を 導 入 す る こ と が必 要 で あ るの で 、こ れ に

べ き で あ る 。 つ い て 検 討 を 進 め る 必 要 がある 。

1  - 2  良 好 な 建 築 計 画 に 対 す る 助 成 誘 導

( 1 ) 総合 設 計 制 度 に つ い て

昭 和45年 の 改 正 に よ り 、 い わ ゆ る 総 合 設 計制 度

が 設 け ら れ た が 、 容 積 率 制 限 、 斜 線 制 限 及 び 第

一 種 住 居 専 用 地 域 内 の 高 さ 制 限 、 そ れ ぞ れ の 例

外 許 可 の 規 定 を 通 達 に よ っ て 総 合 的 に 運 用 し よ

う と す る も の で あ っ て 、 法 律 上 の 位 世 づ け が 明

確でなし、。 そ こ で 、 こ の 制 度 を 市 街 地 環 境 の 整

備 に 積 極 的 に 活 用 す る た め 、 規 定 を 整 備 す る 必

要がある。

(2)  助 成 措 置 の 聾 備 鉱 充 に つ い て

上 記 の 総 合 設 計 制 度 又 は 都 市 計 画 の 特 定 街 区 に

よ り 十 分 に オ ー プ ン ス ペ ー ス を と っ た 建 築 計 画

は 、 市 街 地 環 境 の 整 備 に 資 す る も の で あ り 、 金

融 上 の 助 成 措 訟 を 拡 充 す る と と も に 、 税制l上 の

優 遇 措 置 を 講 ず る こ と に よ り、 こ れ ら の 制 度 の

活 用 を 図 り、 市 街地 形 態 を 望 ま し い 方 向 へ 誘 導

す べ き で あ る 。

1  - 3  計 蘭 的 な 市 街 地 の 整 備 に 関 す る 事 業 の

推進

日! 照問題専門委員会の中間報告にも、高密j変 化

さ れ た 都 市 社 会 に お け る 日 照 問 題 を 桜 本 的 に 解

決 す る た め に は 、 住 宅 地 の 広 域 的 か つ 、 計 画 的

な 再 開 発 に よ る ほ か は な い こ と が 指 摘 さ れ て い

る が 、 市 街 地 環 境 の 根 本 的 強 制ii を図るためには、

市 街 地 再 開 発 卒 業 等 の 事 業 を 推 進 す る 必 繋 が あ

る の で 、 都 市 計 画 中 央 審 議 会 の 答 申 の 線 に 沿 っ

て 都 市 再H日 発 法 の 改 正 そ の 他 所 要 の 方 策 を 講 ず

る 必 要 が あ る 。

建築と社会/ 1974年 3 月号 11 
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.  
、

読者の頁

ハワイ旅行・ー… 雑感

め で そ れ を 廻 し て も ら う 。 彼 は 自 分の 家 に ま 機 上 の 人 と な って いた 。

で 寄 リ 、 自 家 製 の さ と う き ぴ を 切 っ て き て 食 こ の 旅 で は 単 な る パ ッ ク の 旅 と 速 い 、 あ ら か

森 田 茂 夫 柴 田 石 本 建 築 事 務 所

47年 の 年末 よ り 48年 正 月 に か け て 8 日 間 、 ハ

ワ イ 旅 行 を し ま し た が 、 そ の と き の も ょ う を

紀 行 文 と い う ほ ど の も の は 出 け な い の で ハ ワ

イ 旅 行 ー 雑 感 と し ま し た 。

べ さ せ て も 仔 い な が ら ド ラ イ ブ す る 。 に じ の 沌 じ め 行 く 前 に 現 地の 友 人 を 紹 介 し て も ら っ て

か ら キ ラ ウ エ ア 火 山 へ。償 火 口 へ 行 く ま で に 資 いた り 、 現 地 で 気 ま ま な 旅 を し て い る 時 に 色

料 の 映画 や パ ネ ル が あ る 建 物 へ 入 っ た が 英 語 色 と ハ ワ イ の 方 と 知 り合 い に な り、 今 も カ ー

ばかりで全然わからなし、。 償 火 口 へ 行 く と liJl E ドを送ったり送られた リし ている 附 がらである。

賞 の に お い で ぬ が ツ ー ン と す る 。 中 を のぞく こ の こ と 以 上 の 武 重 な 経 験 は な い で あ ろ う 。

海 外 旅1Tは、 4子 く ま で に い ろ い ろ と プラン を

練 って いる 11寺が一 番 楽 し い よ う で あ る 。 ちょ

と 熔 岩 の 流れたり、 ふ き あ げ た りする の が 見 ま た い つ の 日 か 、 願 わ く は ハ ネ ム ー ン で 訪 れ

える 。す ご い 熱 気 だ。そのあとカラパナ海岸( 黒 て み た い パラダイス一一一ハワ イ で あ る。

う ど 若 い た 日 が 大 み そ か だ っ た の で 、 か な り 砂 織 岸 ) へ 向 か う。 こ こ で は 写 真 を と っ て い る
( もりた しIf お)

爆 竹 が 鳴 り ひ び き 、 慣 れ な い わ れ わ れ に と っ とすぐ近く にヤシの 笑 が 落 ち て き た 。 あ た って

ては、 中 国 の 伝 統 が こ の 跡 地 っ て い る こ と いると 即 死のところだが、さ っそく ヤシの 針 寒 く 長 い 冬

が 呉

た ホ テ J レはワイキキ ・ビ ー チ ま で は 歩 い て す 肉 を 食 べ た 。 独 特 の 風 味 で あ る 。そ こ か ら 空 港

ぐの所て D " K 付 の 7 ン シ ョ ン 風 の ク ヒ オ ・ に向かい、夜ホノ J レルに戻る 。翌 4 日はホーリ

アット ・ワ イ キ キ で あ る 。 そ の 夜 、 近 く の ホ ネ ス 教 会 の 牧 師 夫 妻 が ド ラ イ ブ に 連 れ て い っ

ー リネ ス 教 会 ( 日 系) へ 行 き 、 除 夜 祈 梼 会へ て 下 さ っ た。ダ イ ヤ モ ン ド ヘ ッ ド を 越 え 、 ハ ナ

出 席 さ せ て も ら い 、 年 越 し ソ パ な ら ぬ う ど ん ウ ? 湾 と い う ワ イ キ キ よ り は る か に 美 し い 静 か

を ご ち そ う に な る 。 翌 朝 、 元 旦礼拝に出席し、 なビーチである 。 サ ンコ 市 ｬＨｾ の ｦＺ Ｚ ｪ にも ぐ り熱結 ｦ 卒 、

お 昼 は お 雑 煮 を い た だ ら ま る で 、 日 本 国 内 を 追 っ た リ 泳 い だ り し て 一 日 の ん び り と 遊 J J 。

と同じである。 聞 くと 、日 本 の も の は ほ と ん 翌 日 は 日本のある牧r . mに 紹 介 し て も ら っ た

ど ハ ワ イ で も 寅 え る と の こ と で あ っ た 。 ス ー ク リ ス チ ャ ン ド ク タ ー が一 日 あ け て ド ラ イ ブ

守一 7 ー ケ ソ ト で も 日 本 製 品 がよく 目に つく。 に 行 こ う と 誘 っ て 下 さ り 朝 か ら ホノ/ レノレ郊外

昼 食 後 は 、 パ ソ ク に な っ て い る 旅行 社の 半 日 か ら ハ ワ イ 大 学 、 シ ー ラ イ フ パ ー ク 等 々 連 れ

観 光 旅 行 で あ る 。 カ ハ ラ の 高 級 住 宅 街 や パ ン て い っ て も ら う 。 そ の 夜 は 、 ド ク タ ー の 友 人

テ ポ ー ル 、 ヌ ア ヌ パ リ 、 州 議 会 場 等 を 廻 る 。 のディ ナ ー パ ー テ ィ へ 招 か れ た 。 料 理 は 焼 肉

カ ハ ラ の 住 宅 街 等 は 日 本 と 巡 っ て 本 当 の 住 宅 を 中 心 に し た 韓 国料 理 で、 " ら っ き ょ う " が

地 という 感 じで 、う らやましく思う。 出 た の は う れ し か っ た 。 ハ ワ イ の 人 は よ く デ

2 日 は カ ウ ア イ 烏 の 島 め ぐ り。 自然、の 中 に と ザ ー ト を 食 べ る 。 僕 も 大 変 お い し か っ た の で

け こ ん だ 環 境 は す ば ら い 、。 毎 年 毎 年 、 多 く ア イ ス ク リ ー ム と パ イ は 二 人 前 食 べ 、 パ ッシ

の 旅 行 者 の 訪 れ る 烏 な の に 、 な ぜ こ ん な に も ョンジュースは 10杯 お か わ り し た 。帰 り に 車 中

自 然 が 破 壊 さ れ ず に 残 さ れ て い る の だ ろ う か。 よ り ミ ノ ル ・ヤ マ サ キ の 設 計 だ と い う 7 ンシ

行 政 と 国 民 の モラ J レと 色 々 な 条 件 が そ ろ っ て ョ ン を 見 る 。 そ し て 、 そ の 方 の 友 人 で あ り 通 訳

い る の か も し れ な い 。 た し か に 通 り を 歩 い て し て 下 さ っ た 方 の 下 宿 先 で あ る カ ハ ラ の 高 級

も ゴ ミ が 少 な い し 、 ホ テ ル の 内 外 や 海 岸 通 り 住 宅 街 へ行 〈。す ご く 大 き な 家 で庭 に プ ー ル

を干果足て' 歩いても、クギやガラスや汚いもの

をE告み つ け る こ とカ ξ な L 、。

翌朝はノ、ヮィ島へ。 これはオプショナノレでは

なく、まったくの個人古長行二て¥あてもなくハ

ワイ l;)j へ 波 っ た 。 む こ う に 者 く と : ち ょ う ど

日 系二世 の 人 の 好 L 、 巡 転 手 の 車 が あ い て い た

カラカウアストリートのホテル街

が あ り、プライ ベ ー トビ ー チ が 庭 続 き に あ る 。

建 築 を 忘 れ て 行 っ た つ も り な の に 、 や は り そ う

い う 住 宅 を 訪 問 す る と 、 材 料 の 木 の 名 を 聞 い

た り レ イ ア ウ ト を 見 た り と 商 売 気 が 抜 け な い。

翌 朝 は も う 、 ハ ワ イ へ 新 い た 時 か け て も ら っ

た シ ェ ル ・レ イ や 何 や か や と 背 に ぶ ら さ げ 、

ココナ ッツの樹の下にて ( 筆者)

上 谷重 男 ｉｾＺ＠ i台建築‘ Jo; 務 所

中 東 地 方の 熱 い 太 陽 に 照 らさ れ た 砂 の 中 から

出 て く る 石 油 と い う 名 の 液 体 に よ っ て 築 か れ

て い た 日 本の 消費文化が、 今 日 い と も 簡 単 に

砂 上の楼 閣 の ご と く 崩 れ 去 ろうとしている。

そ し て 、 物 質 の 不 足 の H寺 代 に 再 び 入 っ て ゆ こ

う と し て い る 日本、 今 日 ま で い わ れ て き た 消

費 万 能 の 生 活 を ゆ っ く り と 考 え る に 良 い 機 会

でレあるかも長日 jれなし、。

し か し 、 消 費 者 の 「 口 コ ミ 」 に よ る 物 不 足 現

象 、 こ れ ら を 聞 く に つ れ 見 る に つ れ 、 何 か 人

聞 の 心 ま で 食 し く し て い る よ う 思 わ れ て し か

Tこ が な い 。

私 達 の 幼い頃、 一 一 コ タ ツ の 中 て 腎 を丸 め て

オ レ ン ジ 色 の ミ カ ン を ひ と つ ひ と つ 大 切 に 食

べ て い た 頃 は何 となく 心 の 洛 ち 着 き を 感 じ る

の は 単 な る ロ マ ン チ ズ ム だ け で は な い で あ ろ

う 。 今 こ う し て コ タ ツ に 入 り 、 ガ ス ス ト ー プ

を つ け て テ レ ビ を 見 な が ら 筆 を も っ て い る と

何 と な く う し ろ め た い 気 持 に お そ わ れ る の は

私 だ け で あ ろ う か。 ( うえたに し{ ずお )

1 月 号 歴 史 的 環 境 保 全

ア ン ケ ー ト に 寄 せ て

立 派 なi副l 本 を頂いて恐縮しました。

なるほどなるほどと 他 の部分をよませて頂いて

勉鎖しております。

中之島保存について又何か微力でもお役に立ち

そうなことがありましたら 仰 せつけ下さい。

感 謝 してやらせて百Tきます。

( 京都府立大学教授匝l総研究室 務岳章子)

「建築 と 社 会J の美本を御恵贈 下 さ い ま し て 有

り錐う存じます。

中之島東部の歴 史 的 環 境 問 偲 に つ いて私のお答

えを御掲載下さいまして絡しく存じます。永〈

愛蔵させていただきます。 不取敢御礼の御挨拶

まで. 1 月 7 目。

( K K久 我 商 庖 会 長 久 我 俊一)

総築と社会/ 1914年 3 月号 13 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

使用モーター .
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開閉俊

J  

L 型

電 動 開 問 機

L 型電動開問機は、日本シャッター技術研究所において、長

年にわたり、国立大学精密機械工学部諸教授の指導をあおぎつ

つ、当社技術陣が総力をあげて研究開発し、遂に従来の開問機

の概念を破って完成した画期的な新製品です 。

この開問機には独創に満ちた新機構が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 イ牛を出願中) 、減速機、モータ一、

プレーキ機構、停電時用手動装置はもとより、リミットスイッ

チ、配電板に至るをで、すべてを一つの円筒内にコンパクトに

t内めであります 。

従って、建築設計上の納りが非常に簡単で、しかも、取付や

その後の保守点検等も楽にできるよう考案されております 。

これらの点から見て、従来の製品に比べ総ゆる点に秀れてお

り、シャッター開問機の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ γ トスイ y チ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 情

ガ パ ナ 一 機 構

手 動 機 禍

お よ びL 型 機 檎

チ 工 γ 収 納 箱

- 特長・

1. 開閉機を設ける場所の心配がいりません。

2  凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4  減速機構はすべて完全密閉式です。

5  小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません。

7. エンドレス強力ローラーチエンの内遣。

8 . リミ ット・スイ ッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 一斉・両面 ・遠隔操作いづれも可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

本 社 枚 方 市 大 字 招 提 大 阪 府 中 小企 業 団地 内 1 (1話 (0720)( 57) 4  535 - 6  

東 京 工 場 川 崎 市 新 丸 子 束 3 丁目 1 1 5 9 番 地 沼稲( 代) 中原 (41 ) 6 3 2 5

九 州 工 場 制 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町{中 原 釜 屋 2 7  2  7  l ' I I ' ! 也地紙( 代 )( 65) 6 1  3  1  

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 旬結( 代 ) ( 361) 7 4 4 1
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『二 十 世 紀 の

建 築 家 た ち 1 .n 

著 者 佐 々 木 宏

サイズ A 5 判

ページ数 378p.  p  

価 格 上 900同

発 行 所 相 撲 の 房

ジョゼヲペテラーエ

ジr ' J y/ =. ・ミケルッチ

，らキ*A- ' " リ2 ーヘト. ン

エル .I . ; . . Mで拘ンガ-

Z リタ ・プ易4 マJ

宛イフィスケ

ア* ・. . コプセン

スヴz ンマルケリウス

ルドルフ . M・シンド，ー

・1)"" ード J イト，

- . . .  ロA' R. <'j.(Ik 曳エヴア

¥ 

20世 紀 に お い て 近 代 建 築 を 築 き あ げ て き た グ

ロピウス、コノレ プ、 ミ ー ス ら の 巨 匠 た ち の 時

代 は 終 っ た と い え る こ ん に ち 、 こ れ ら 巨 匠 た

ち の 華 々 し い 登 場 と 活 躍 に く ら べ 、 知 ら れ ざ

る建築家たち の 姿 を は り お こ す ことも、 20世

紀 の 近 代 建 築 の 歴 史 の 追 跡 の た め に 必 要 な こ

とと思われる。

そ う い っ た 意 味 で も 、 本 舎 は 、 そ れ ぞ れ の 国

土 や 風 土 の な か で 大 き な 足 跡 を 残 し て き た 建

建 家 で あ る に か か わ ら ず 、 一 般 に 紹 介 さ れ る

こ と の 少 な か っ た 建 築 家 た ち の 姿 と 思 想 と 作

品 を う き ぼ り に さ せ て く れ る 。 本 書 に 紹 介 さ

れた 12人の建築家はつぎのとおりである。

① サ ン テ リ ー ア 一 一 新 し い 都 市 シ リ ー ズ を 発

表 し 、 未 来 派 建 築 宣言 を し 、 若 干28オ で 、 軍

人 と し て 戦 死 し た 近 代 建 築 創 始 者 と も い う べ

き イ タ リ ア の 建 築 家 ( 1888年 一 1916年)

②テラーニーーーカサ ・デ J レ・フ ァ ッ シ ョ ( 党

み家) を設計し 、 そ の デ ザ イ ン の す ぐ れ た 力

備 は 評 価 き れ な が ら も 、 フ ァ シ ス ト に 属 し た

活動をしたイタリアの建築家( 1904年 一 42年)

③ ミ ケ ル ッ チ 一 一 フ ィ レ ン ツ ェ の 郊外 に あ る

「太陽道路の教会」の設計者として知られる

イ タ リ ア の 孤高 な 建 築 家 ( 1891年 - )

④ リ ュ ー ベ ト キ ン一 一 テ ク ト ン グ ル ー プ を つ

く り 、 ロ ン ド ン 動 物 園 の ペ ン ギ ン の 家 を 設 計

したロシア生れのイギリスの建築家( 1901年 - )

.  
、

ン ラ ン ド の 建 築 家 プ J レグマン、⑦デンマーク

の 建 築 家 フ イ ス ケ 、 ③ デ ン マ ー ク の ヤ コ プ セ

ン、⑨スェーデンの都市計画家でもあるマノレ

ケ リ ウ ス 、 ⑬ ノ イ ト ラ と の 協 同 者 で も あ っ た

シ ン ド ラ 一 、 そ れ に ⑪ ノ イ ト ラ 、 最 後 に ⑫ 発

展途上国ヴェネズエラでデザイン活動するヴイ

リ ャ ヌ エ ヴ ァ の 紹 介 が あ る 。

本 舎 に ひ き つ づ い て 、 第 2 冊 目 は へ ー リ ン グ

とシヤノレーンそのほかの建築家が予定され

いる 。

『ア ー バ ン ・ ゲ ー ム 』

著 者 M ケンツレ ン

訳 者 北 原 理 雄

サイズ B 6 判

ペー ジ数 221p. p  

価 格 1，300阿

発 行 所 鹿 島 研 究 所 出 版 会

現 代 の ア メ リ カ 都 市 社 会 は 、 テ ク ノ ク ラ ー ト

によって支配されつつあり、本訟ムは都市計画

に お い て 彼 ら が 武 器 と す る シ ス テ ム ズ ・ア プ

ローチ の 多 く の 問 題 点 を 痛 快 に 指 摘 、 批 判 す

る と と も に 、 今 後 の 姿 勢 を 示 唆 し て い る 。

「滅 び ゆ く 民 家

一 間 取 り ・ 構 造 ・ 内 部一』

著 者 川 島 宙 次

サ イ ズ A 4 判

ページ数 264p.  p  

価 格 3，800問

発 行 所 体 制 主 婦 と 生 活 社

前 著 『 滅 び ゆ く 民 家 ー 屋 根 外 観 ー J ( 昭和48

年 7 月 号 本 欄 で 紹 介 ) の 続 刊 で 、 今 度 は 日 々

の 生 活 面 と 、 開 放 性 が あ り 融 通 自 在 な 日 本 の

住 ま い の 特 性 に ふ れ つ つ 、 つ ぎ の 内 容 を 図 と

こ の ほ か 、 ⑤ ハ ン ガ リ ー の 祖 国 を は な れ イ ギ 写真でていねいに紹介している。

リス に 亡 命 し た ゴ ー ル ド フ イ ン ガ ー 、 ⑤ フ ィ 第 一 章 民 家 の 間 取 り 。 第 二 章 民家の桃造。

第 三 章 民 家 の 内 部 。 付 説 民 家 の っ く り 。

『耐 力 数 表 に よ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

断面設計マニアル C210編 』

サイズ A 5 判

ページ数 450p.p  

予 約 販 売 価 格 12，000同( 送 料 共)

先 行所 お よ び 大 阪 市 西 区 靭 本 町2ー 107

問、、作わせ先 骨射能勢建築構造研究所

〔電話 06 (538)2829)  

附 能 勢 建 築 構 造 研 究 所 で は 、 こ の ほ ど 構 造 計

画 や 断 面 算 定 、 設 計 結 果 の チ ェ ッ ク な ど の 省

力 化 と 使 い や す き を 目 的 と し た 耐 力 数 表 を発

売 し た 。

内 容 は 同 社 の 研 究 開 発 部 門 で D E MOS によ

り 算 出 し た 柱 と 梁 の 曲 げ ・せ ん 断 各 許 容耐 力

表 、 鉄 筋 の 附 着 耐 力 表 、 床 版 の 許 容 荷 重 表 な

ど 、 取 扱 い に 便 利 な よ う に 使 用 度 の 高 い 資料

を 収 録 し 、 縮 版 箆 理 し た も の で 多 く の 構 造 技

術者に好適であろう。

『建築 雌 の 視 角 』

たかし

著 者 長 谷川 発

サイズ B 6 判

ページ数 424p.  p  

liH沖昔 1，300同

発行所相模 ｾ Ａｾ房

著 者 は 従 来 の 建 築 一 一 単 に 機 械 的 機 能 に 結 果

す る 形 態 と 空 間 、 と 考 え ら れ て き た 建築 か ら

「実存のすみか」としての「身 体 」 の 本 性 が

拡 大 し 、 い わ ゆ る 建 築 の 身 体化がなされた時、

わ れ わ れ が 真 の 建 築 を す み か の す み か と して

把えることができるとし、、雌の視角' と 呼 ば

れ る 方 法 論 を も っ て 、 合 理 主 義 を 踏 襲 し て き

た 自 ら を 見 つ め な が ら 執 勧 に 〈 近 代 合理 主 義

建築〉の実体に日食い下がる。内容は「維の視

角 の と り か え し j r建築の士農工商」その他 25

ねの評論が収録されている。

明治建築研究会が南海電鉄 トイレユユット新発売

に保存要望書を提出 t

明 治 建 築 研 究 所 ( 代 表 柴 田 正 己 、 事 務 局 堺 市 渋 谷 金 属 株 式 会 社 は こ の ほ ど 、 天 然 大 理 石 を

立工業高校内) は 、こ のほど南海電鉄に対して、 思 わ せ る 新 建 築 素 材 「 レ ジ ト ン 」 を 使 用 し た

沿 線 の 明 治 洋 風 建 築 の 保 存 を 訴 え る 要 望 書 を レジトン ・ トイレユニ ッ トを開発発売した。

提 出 し た 。 保 存 要 望 の 建 築 物 は つ ぎ の と お り 。 持 上 式 と 吊 木 式 の 2 タ イ プ が あ り 、 パ ネ ル が

① 旧 天 下 茶 屋 第 一 車 庫 ( 明 治42年 、 煉 瓦 造 平 3 種類、 ドアは 2 種 類 の 規 格 設 計。

家 建 2 棟 ② ! 日 阪 堺 電 気 軌 道 第 2 変 圧 所 ( 明 特 長 ・ パネルとジョイントによる設計で、

治40年 、 煉 瓦 造 2 階 建 一 棟 ) ④ 玉 出 駅 ( 明 治 簡 便 な 後 付 工 法

40年 、 木 造 平 家 建 一 棟 ) ⑤ 浜 寺 公 園 駅 ( 明 治 ・量 産 化 と 軽 量 化 、 現 場 工 程 の 簡 略 化

30年 、 木 造 平 家 建 一 棟 ) で 、 ス ピ ー ド ア ッ プ と コ ス ト ダ ウ ン

- 物 性 ・ 外 観 と も に 優 れ て い る

そ

・ 防 水 ・変 色 ・ 反 り に 強 い

越築と社会/ 1974年 3月号 15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而サ: た

法 定 耐 火 材 料

。

ｾ＠
⑨ P O R Eぎ〉

大 松 ビ J レ・岡 山県

設 計 池上 建 築 事務 所

施 工 中 国建 設 工業 株 式会社

使 用 個 所 カ ベ ・マ ジ キ リ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工l ( : }J 短 紛i を 要ーす る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・合 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館;等

4  粍 丑化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 撚 の 建 物

5  欽 廿 耐 火 仰J j立 の 建 物

長ポレ11/ ' 7ヌ 株 式 会 社

本 ヰ 土 ・ 東 京 支 1吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 関r 2  - 6  (平 沼 ビ ル )

電 信 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 j苫 大 阪 市西 区 立売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 宮 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 信 名 古屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

J  

， 
， 
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凡例 a  所( 1:) 也 b. 敷地而11' 1 c  建築而iil11 d  延[ 同.ft'{ e.  ｾ， ｖｦｪｩｬ 縦模 ｦ 工JVJ

964. ポ
ラ 山 中 寮 I 965.  国 民 年 金 養 老 保 養 セ ン タ ー I 966 宝 塚 保 養 所 ゆ ず り 糞 荘

設計 : 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施工: 住 友 建 設 併 岡 支 庖

a  山製県南都留郡山中湖村中野字向切古

b .  5，411 . 60m'  

c  .  721. 76m'  

d .  993.62m'  

e.  R  C造、地上 2 階、地下 l 階

f  昭和47年 7 月~昭和48年 6 月

設計 : 側 浦 野 設 計 事 務 所

地工. 舷 建 木 村 株 式 会 社

a  岐阜県養老間l養老町小合七 y 尾

b.  13，300. 00m'  

c  .  640.  8275m'  

d.  1，572. 2035m'  

e.  R  C 造、 4 階建、 t苔屋付

f. 昭和47年 7 月~昭和48年 3 月

設計 : 小 河 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ; 大 林 組

a  宝塚市小林字西山 20得の10

b.  4. 264.  330m'  

c.  1，186. 056m'  

d.  2，533. 916m'  

e .  R  C 造、地上 3 階

f. 日目和47.11' 9 月一昭和48
i p4 月

967.  地 方 職 員 共 済 組 合 志 賀 荘 I 968.  

設計 . 小 河 建 築 設 計 事 務 所

施 工 笹 川 組

a  滋T l 県大津市茶ヶ崎 1 - 2

b.  2，990.000m'  

c.  1，076.077m'  

d.  3，124. 842m'  

e. R  C 造、地上 5 1;昔、第屍 2 1;背

f . 昭和47年 10月ー昭和48年 9 月

日本火災海上保険側天城高原山荘 I 969.  

設計 . 側 渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 :鹿 島 建 設 刷 機 浜 支 庖

a. 静岡県田方邸中伊豆町冷川字大幡野

b.  5，857. 26m' 

c.  988. 95m'  

d. l ，464. 88m'  

e.  R  C ;丘、 2 階建、地下 1 附

f  昭和46年 4 月ー昭和47年 1 月

日 本 火 災 海 上 保 険 側 白 浜 寮

設計 ・側渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 . 清 水 建 設 側 大 阪 支 底

a  相歌山県阜県明l白浜町2927-561

b.  849.  16m'  

c.  254. 17m'  

d. 743. 21m'  

e. R  C 泣. 4 附挫、応屍 1 階

f. I昭和48年 2 月- 11自利48年 8 Fl

970 出光興産側兵庫製油所御旅山会館

設計 ・鹿島建設側建築設計本部

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

a. 姫路市白浜町字凶山甲 1335のl

b.  1. 748. 280m'  

c.  649.  120m'  

d .  867.  825m'  

e .  S i主2 階建

f. 昭和48
i
l三2 月~昭和48年 9 月

971. 側 松 村 鉄 工 所 独 身 寮 I 972 ， サ

設計 . 側 岳 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・大日本土木橡式会社大阪支庖

a  柏 原 市 王 手 町 1 6  9  - 2  

b.  440.0m'  

C .  162. 2m'  

d.  486. 2m'  

e .  R  C 造 3 F 、 P. H.  1  F 付

f  昭和48年 1 月~昭和48年 9 月

ン コ ポ

設計 :側 井上久雄建築設計事務所

施 工 側 伸 和 工 務 所

a  大阪府盟中r I i 点! 丘中4- 453- 6  

b.  348.9I m'  

c.  186. 12m'  

d .  974 .42m'  

e.  R  C 造、地上 5 1; 昔、地下 l 階

f .  Hi'H1I 48年 2 月~昭和48年 8 月
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7 "  : q .::J ｉｾ＠ : .  .  ....: 

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: J ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で‘各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、@

、..，

フリ ン トコー トについ ての お問合 せ は 下 記へ

。
ｪ 械式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｭ～ 版発売所
τ ，宅 ｉｾＮＭ こｲＺ ， _ I - 施工販売部

大 阪 ⑮6 3 2 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  n ( 06)  303 - 7 131 

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ピ ル3階 ) n ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ J レ4 階 ) n ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 哩!!>730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) n ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 ⑮8 10 福 岡 甫 中 央 区 舞 鶴 1 ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) 会 ( 092 ) 77 - 1961 

11川l川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川111川l川11川|川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川l川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川11川l川11川l川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川|川|川11川l川11川l川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川l川11川l川11川11川|川|川11川11川11川|川川11川11川l川川11川11川11川|川11川|川|川11川|川11川|川11川11川11川11川11川l川11川11川|川川l川l川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川l川|川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川11川|川11川l川l川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11 
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関 原 猛 夫

同 西 大 牢 粧 檀 工 学 部 盟暗 闇 壇 研 究 室

大 海 一 雄

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 盟 股 皿 畳

三 輪 泰 司

地 堪 肘 画 ・ 謹 蝿 研 究 所 量

塩 脇 昭 司

館 高 組 撞 暗 部 長

3 月号より 6 月号車で上記 4 民 で担当

口 景観 破 壊

建 築 技術 の 進 歩 に よ り地震 国 に も 超 高 層 ビル が 出現 し 、 都 市の 景観 は 一 変 しつつ ある 。 天 に 向 っ て そ そ

り立 つ 巨 大 な 塔 そ れ 自 体 は 美 し い が、 脚 下 の 既 存 ビ ル は 見 す ぼ ら し くなり み じ め である 。 や っ と 街 な み

の 整 っ た 丸 の 内 や 御 堂 筋 の ビ ル 街 の 景観 も脅 威 を うけ てい る。 都 市 計 画 上の 必 然 性 も な く 、 た だ 、 そ こ

に 土 地 が あ っ た か ら と い う だ け で 、 思 い が け な く 出現 す る 巨 塔 を 防 ぐ手だて もない。 公 開 緑 地 とい うわ

ず か む 空 間 と ひ き 換 え に 容積 率 の割 増 し を 認め 、 利益 誘 導 で超 高 層 化 を推 進 し て き た 綜合 設 計制 度 ほ ど

よけいなも の は ない 。 土 地 の 有 効利 用 な ど 企 業 の 利 益 の保 護でしかなし、。 ま だ 都 市 の 象 徴 と し て 公 共 建

築 が 仰 ぎ 見 ら れ る と い う の な ら 喜 べ る が 、 ど れ も 経 済 社 会 を 支 配す る 巨 大 企 業 の ビル ば か りで ある 。 で

き た 建 物 は 壊 す わ け に は い か な い の で 、 せ め て 最上 階 から 3 階 分 ぐ ら い を 公 開 し 、文 化 セ ンタ ー と し て

市 民の 利 用 に 供 せ し め る ぐ ら い に し た い も の で あ る 。 展 望 台 と して 入 場料 をとっ ている の が あ る が全 く

言 語 道断 の 沙 汰 である 。

もう 一 つ 、都 市 景 観 の 破 壊 者 と し て 、 都 市 の 高 層 高 密化 が も た ら し た 交 通難 打 開 の ため の 高速 道 路 が あ

る。 と く に 堂 島 川 沿 い な ど 見 る も 無 残 な 情 景 で あ る 。 超 高 層 、 高速 道 路 、 高 物価 、 高 い も の によ くよく

悩 まされる 昨 今である。
(  S e )  

口F L住 宅

狭 く な っ た 古 い 鉄 筋 住 宅 に 増 築 が で き な い か 、 と い う 話 は か ね て か ら あ っ た が 、 補 助制 度 や 、 家賃 、 技

術 上の 問 題 む ど が 多 〈、 立 消 え に な っ て い た 。 し か し 、 現 実 に は家 族 数 の 増加 に よ っ て 過 密 に な っ てい

る 住 宅 も 多 い の で 、 神 戸 市 で は 47年 度 に 試 験 的 に 増 築 を 実 施 し た。

こ れ は 、 昭 和 28年 建 設 の R C 4 階 建24戸 の 内、 16戸 に 約11m
2

を 増 築 し た も の で 、 今 ま での 2 K が 3 K住

宅 に 生 れ か わ っ た 。 ま た 、 こ の 機 会 に 、 入 居 者 の 方 々 の 協 力 を 得 て 、 世 帯 数 に 応 じ て 住 み 替 え て 1買っ た

の で 、 小 さ い 団 地 で は あ る が 、 ロ ー テ ー シ ョ ン が は か ら れ た 。

ま た 、 将 来 に つ い て は 、設 計 時 か ら 界 墜 に あ ら か じ め 開 口部を予定し、 3 戸 を 2 戸 に す る な ど、 規 模の

拡 大 が で き る よ う に し て い る 。

これら の 考 え 方 は 、 す で に 実 施 し て い る 家 族 数 に 応 じ た 型 別 供 給 と と も に 、 F L 住 宅 ( フ レ キ シ プル ・

ハ ウ ジ ン グ ) と名づけている。

住 宅 の 問 題 は 、 と も す る と 議 論 の み に 終 る こ と の 多 い な か で 、 私 達 技術 者 と し て は 、 技 術 的 に 可 能 な も

の を 提 案 し 少 し で も 実 行 し て い く こ と が 必 要 だ と 思 っ て い る 。 (0 )

口 建 設 文 化 と 郷 土 愛

「河ひらく 114k」 と い う 琵 琶 湖!疎 水 事 業 を テ ー ? と し た 京 都 新劇 合 同公 演 を み た。 京都 の建 築 、 土 木 の

技 術 者 は 、 疎 水の 技 術 や 造 型 に 特別 な 感慨 を も っ て 接 し て い る の だが、 先 人 た ち が ど の よ う な時 代 の 環

境 の 中 で 、 こ の 大 事 業 に か か わ っ た の か と い う こ と が よ く わ か っ た 。 当 時 の 知 事北 垣 国 道 が疎 水事 業 の

計 画 に と り か か っ た 明 治 14年 と い え ば 、天 皇 制 専 制 政 治 に 真 向 か ら 反 対 し 自 由 と 民 権 を 主 張 す る 運 動

が 最 度 j弱l に 達 し 、 そ の 前 年 に は 国 会 開 設 を 要 求 す る 迩 動 に 30万 人 の 国 民 が行 動 し て い る。 当 時 の 日 本 の

人 口 は 3，300万 人程 で あ っ た か ら 、こ れ は 大 へ ん な 状 況 で あ っ た ろ う 。 宮 津 に あ っ た 天 橋 義 塾 の 指 導 者

沢 辺 正 修 らも こ の 運 動 に 活 躍 し た と い う こ と で あ る 。

ヨー ロ y パ で は 、 都 市 計 画 や環 境 保 全 が 市 民社 会 一 一 コ ミ ュ ー ン を 基礎 に 根づ い て い ると いわれるが、

例えば、 ド イ ツ の 地 域 計 固 め 基 本 法 で あ る 国 土 秩 序 法 も 、 「母なる土一一- Mut t er bodenJ とい う 言葉 で

象 徴 さ れ る 地 域 住 民 の 郷 土 愛 を 背 景 と し て で き て い る 。 回 全体 となると 抽 象 化 さ れ て し ま う が 、 人 聞 の

「生活から知党できる」 郷 土 と い っ た 空 間 的 拡 が り の 中 で 、 伝 え ら れ て き た 文 化 に も っ と 関心 を もち、

正 し く み て 、 伝 承 し て い く こ とが 、 建 設 文化 に 責 任 を も つ わ れ わ れ に も 大 事 な こ と で は な か ろ うか と考

え さ せ ら れ た 。 ( M)

口 省 力 化

原 料不 足 の 彬 響 の た め 総 需 要抑 制政 策 が 浸 透 し、 - 11寺の逼迫 し た 労務 事 情 は 落 着 い たよ うに み えるが、

基 本的 に は な ん ら 建 設 産 業 の 技 能 工 の不 足 は 解決したわけではない。

資 源 開 発 が一 朝 一 タ に 解 決 で き る 問 題 で は な い の で 、 省 エ ネ ル ギ ー が叫 ば れ て い る の と 同 様 、 随分 以 前

か ら 建 設 工 事 に も 省 カ 化 が要求さ れ 続 し、ている。

コ ン ビ ュ ー タ ー の 導 入 に よ っ て 、 経 理 業 務 を 始 め 、 設 計 積 算: 業 務 も省 力 化 に は 将 来 明 るい 見 通 し も立 て

つつある。

建 設 施 工 の 面 での 省 力 化一一一一技 能 工 の 不 足 を 省 力 化 に よ っ て 克 服 し 、企業コストを下 げる べ き 方 向 づ け

一一一ーは設計と 相 侠 って よ ほ ど の 発 想 の 転 換 を 必 要 と す る 課 題 で あ ろ う 。

現 場 練 コ ンク リートか ら生 コ ン ク リ ー ト へ の 過 程 の よ う に 人 の 手 作 業 に 頼 る 型 枠、鉄 筋 、 組立 を ど の セ

ク シ ョ ン に 機 械 力 を 投 入 で き 得 る か 、 技能 工 の 専 門 化 よ りも多 目 的 に 稼働 し た 方 が能 率 的 、 か つ、 省 力

. i . ( ぞう

化 に 結 び つ か な い か 等 。 定 菊工 場 よ り 以 上 に 市 街 地 内 で の 幅 頼、青 天 井 下 での 作 業 を し て いる の だか ら

省 力 化 を 考 え ざ る を符 な い こ と は 時 代 の昔 影 か ら し て 必 然 的 傾 向 といえよう 。 ( Si )

建築と社会/ 1974年 3 月号 19 
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TOKOルヲイシザレヤー

直 亘主 材 が 膨 脹 パ ー ラ イ ト で す 川 断 熱 性 が

僅めて高〈、建物内部の結露がなくなり、居住性が

向上します。 ( 施工宮、度700kg/ m
3

、温度6S

0

C における

測定値では、熱伝導率は O. 0245kcal /m，hr : C ) なお、

ルーフ ・インサレーヤーは希望する断熱量に応じて

どの様な厚みにも目 地 なしに施工できます。

匡 亘 騨 施 工 密 度 に お け る 比 四 日 ? と

軽量であり、かつ| 断熱層下地のならしモルタルが不

要ですから屋恨重量が小さくなります。

匡 E 現場で主材と結合剤を配合し，モルタル

状に施工する製品ですから、どの様な形状の屋根に

も、また下地の凹凸にも関係なく施工出来ます。

田五足長刀ルト工業株式会社

本社・工場< ¥! f >210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5 f t 0 4 4  ( 2 8 )  4  5  3  4 (代)

本 社 営 業 部 ⑮ 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁目 8 番 9 号( 東輿ピノレ) 公 03(432) 2151(代) 直通(436) 4531 - 2  

大 阪 営 業 所 <¥!f>550 大 阪 市 西 区 靭 本町 1 の 109 (第 1 富 士 ピ ル ) 公 0 6 ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  

各 地 営 業 所 札 幌 ・仙 台 ・富 山 ・名 古 屋 ・ 広 島 - 福 岡

営 J - M式兜全防水エ事・ T O K O兜全防水工事・ T O K Oルーフインサレーャー・ T O K O耐被工事〈絞計施工〉

業種目 T O K Oベンチレーション・ルーフィングヱ主主・コーキング工事・床タイル貼工事・他内装工事一般

i  

'  
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シ ャ ー プ 三 原 保 養 所

設 計 監 理 側 シ グ マ 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 広 島 支 庖
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シ ャ ープ三 原 保 養 所

この保養所は、弱電 j ーカの健康保険組合の ( 被保険

者 ・被扶養者数の合計約 2，2000人，男女比 7 :  3 ) 一

連の施設である 。

位置は、広島県三 原より小さなフェリーで"30分" 瀬戸

内海に浮か，; ，/J 、島で、明るい太陽と砂浜とミカンの木

に函まれた温暖で陽気な環境である 。

この保養所の目的は、被保険者とその家族の健康管理、

また、レジャーの根拠地としての施設はいうまでもな

く、在来の保護所としてのイメージを打破し、生活に

刺激と潤いを与える何かをとの意図で計画を進行させ

た。

平面5十回は、敷地の傾斜を利用するために各棟別にス

キ ップフロアーとし、縦動線の主軸として広い階段を

位置づけた。 また、宿泊棟が南へ 45・振れているのは

瀬戸内海の眺望を各室平等にとの気遣いからであるが

管理棟からのプライパシーにも好条件となった。

色彩計画は、クライアントとの意識のなかから ( 第 3

者含む) 自然に決定づけられた色、すなわち、オレン

ジ色 ( あえてミカン色) で統一 し、意識の徹底として

家具、術品、カーテンにいたるまで全ての色彩計画の

根本となった。

被保険者に皮膚 で感じさせ刺激を与えたことは、クラ

イアントとの後日談のなかからも感じとれ一応は成功

したと思っている 。 この機会に設計者の設計に対する

姿勢を、さらに思考させるさわやかな刺激剤となった

ように思う 。

@  

配置図 1 :  3，000 

2 階平面図

設計監理

施 工

所 在 地

敷地面積

建築面積

床 面 積

構造規模

工 期

客 室 数

収容人員

地域指定

側シグ? 建築設計事務所

清水建設株式会社 ・広島支底

広島県三 原市鷺浦町 ( 佐木島 )

9，911 . 23 m
2  

558，62 m'  

1 階 183，96m'

2 1; 皆 544，70m'

H 皆 278，14m'

合計 上006 .80m'

鉄筋コンクリート造 3 階建

昭和46年 12月~昭和47年 7 月

9 室

50名

なし

。 玄 関 ホ ル

O H 外 観

O G 宿泊室

@ 浴 室

@  脱衣室

。8 0 8 0

P HOT OS  B Y  H. K A WA MOT O 

1階平面図 1 :  500 

3 階平面図
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ャ ー プ 那 須 保 養 所

設 計 監 理 側 シ グ マ 建 築 設 計事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社
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シ ャ ー プ 那 須 保 養 所

前記、三原についで建設されたこの建物は、三原

の温暖な環境に対して 、 きわめて四季の変化の

激しいダイナミックな環境て¥関東平野が一望

できるこの雄大な跳望は 日本でも有数のもので

あろう 。

私達は、

1. この雄大な自然に対応していくこと ‘ ダイ

ナミッ 1"

内

u

v

n

H

U

 

A

H

U

 

内，‘図
師

し

1措平面図 1 ・500

ED 

2 . のんびりくつろげること、開放。

3 . 各室が独立した楽しさをもつこと、変化'

この 3 つのテー 7 を主軸とした構成のなかで、

管理部門においては、玄関ホールから娯楽室、

談話コーナーを一体にすることによって広がり

を持たせ、とくに、談話コーナーにおいては、

在来のホテルのロビー型式のかたぐるしさを排

除し、自由にくつろげるようにシャギーカーペ

ット数きとした。

宿泊室部門においては、基準階をそれぞれ違っ

た4 タイプ( 和室 2 ・洋室 2 ) に分け、かつ各階

を 3 F ・グリーン、 4 F ・オレンジ、 5 F ・イ

エローと基準色を設定し各室を独立した室とし

た。 また、ひとつの試みとして宿泊室を 、寝所'

という目的から 汁 つ ろ ぎの場仰と考え、談話 コ

ーナーと同様の型式をとってみた。( この室およ

び談話コーナーは想定以上に楽しい雰囲気で人

気があるとのこと)

保養所建設にあたり日夜を問わず ‘ 利用者がい

かに有意義にすごせるか。 をとい、細部 ( たと

えば装飾品、食器、日用品) にいたるまで、 一

体となって取り くんでいただいた健保の方々の

協力は、建設に参加した者にと って、感謝に耐

えないと同時に、書IJ る物の気持ちをこめすぎて

ありあまることはないことを改めて感じた。

2 階平面図

L;  仁ごJ

円 ド<1 f一i

iJ H iJ 

3・4階平面図

5 階平面図

」

バ

ル

コ

ニ

ー

。.. 外観

@ 宿泊室( ファミリータイプ)

@  談話コーナー

。 食 堂

@  玄関ホール

@ 便 所

。..080
PHOT OS  B Y  H. K AWAMOT O 

屋 根

屋 根

側シ グ7 建築設計事務 所

清水建設株式会社

栃木県那須郡那須町高久

3，109. 37m'  

514. 45m'  

1 階 196. 26m'

H 皆 477.42m'

3 階 193. 17m'

4 階 193. 17m'

5 階 135. 15m'

R 階 19.78m'

合計 上214. 95m'

鉄筋コンクリート造 5 階建

昭和47年 8 月一昭和48年 4 月

11室

62名

国立公園内

設計監理

能 工

所 在 地

敷地面積

建築面積

床 面 積

構造規模

工 期

客 室 数

収容人員

地域指定



、ご

も
二
、
ぷ

、
円

ヲ
司
き

S

庖糊嵯叫収
園
、

II1II・

AN

眼明

NM

医

υポ

ODD

-

N

 

-図畑山田



設計主旨

京都府 ・t u . 岡のるり渓は、清流と四季折々に変

化する雑木林からなるなだらかな山並がその特

徴をなして い る。

当保養所は、この環境のなかで保養と職員相E

の交歓の場として計画された。保護所としてこ

の素晴らしい環境が満喫でき、また、この風致

を保持することに努めたほか、遊びの施設とし

て非日常的な内部空間の構成を計った。

ロビー、ラウンジ、宿泊室、食堂、浴室などの

各スペースを山の斜面にそってスキップして位

置づけ、これらを一枚の枯紫色の屋根で覆った。

玄関ロビーからステップダウンしたラウンジは、

おたがいが目と目で語り合える‘ 出会いの場。であ

り、大きなガラス面を通して丹波の山並を背景

とする雑木林に結ばれている。床レベルの異な

る各宿泊室は独立した、かこいの場H と考え、各

室ごとに異なる室内環境がつくられるように努

め た 。 ( 竹 中 工 務 庖 設 計 部 西 村 征 一 郎 )

所 在 地 京 都 府 船 井 郡 園 部 町 大 河 内 ノ ロ

敷地面積 6，244. 83m
2  

建築面積 738. 3 m
2  

延床面積 1，216.0  m
2  

構 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 3 階 建

工 期 昭 和47年 8 月~昭和48年 6 月

客 室 数 8 室

収容人員 30人

。正面外観

ラウンジと雑木林を結ぶ大きなガラス窓

@  背面外観

風f去のなかにとけこむ屋被

. . ラウンジ内部

おたがいが、固と目で語りあう場

@  宿泊室内部

. . 宿泊室外観

斜面にそってスキ ップした宿泊室

。.. 搬最長 多比良敏雄

設 計 ・施 工 竹 中 工 務J吉
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3つ の 保 養 所

- サントリー

合歓の郷サンロッジ

- サントリー

伊豆高原サンロッジ

- 野村詮券

のむら・ねむ

安 井 建 築 設 計 事 務 所

一昨年暮から昨年夏にかけて、前後して 3 つの

保養所を手がける機会をえた。三重県の志摩半

島に位置する合歓の郷( むねのさと) に 2 ヶ処、

静岡県の伊豆半島東岸て¥対岸に大島の雄姿を

望む伊豆高原に 1 ヶ処である。これら、一連の

設計を通じての方針をのべる。( 伊蔵 元)

もともと、保養所は、短期間の宿泊機能を第一

般のホテル ・旅館と大差がない。われわれは、

会社の保養所に次のようなものを期待して計画

を進めた。

l  自宅での生活、会社での生活とは違った全

〈新しい生活を提供する場にする。そこでの非

日常的な生活を通して、日頃、味わえぬ雰囲気

を楽しんでもらう。

2. 人間と人問、自然と人間の 出合いの場にす

る。たとえ、いつも行動を共にする仲間であっ

ても、そこで相手の思わぬ一面を見つけたり、

見知らぬ者同志が、ひとつ屋根の下て' 語リ合う

ことによって、新しい何かが生まれてくるだろう c

一方、デザイン上で配慮したことは

1  . 保養所は一般に、風光明娼な敷地に建つこ

とが多しそこはまた、自然公園法等の規制を

受けることも多い。環境保全のためにも、周囲

の景観を壊すことなく建物をつくるのが設計者

の使命であろう。少なくとも、外観については

異様な形態 ・け ばけばしい色彩は避け、個性の

強い表現は、内部空間において求めるものて' あ

る。

2  . 建物の規模の大小にかかわらず、つねに親

しみの待てるデザインに心がける。ディテール

およびテクスチュアに留意し、冷たく拒絶的な

表情、威庄的なスケールは避ける。

E  



サ ン ト リ ー 保 養 所

最近、従業員のための厚生施設にカを入れ

る会社が多くなってきたが、サントリーに

おいても、独自の保養所をもっべ〈 ‘ 東と

西で殆んど同時に計画が進められた。

- 合 歓 の 郷 サ ン ロ ッ ジ

敷地は 、日本楽器(ヤマハ) の開発した分譲地内

にある。合歓の郷の広大な敷地の中には 、音楽

関係を中心に、各種のレ ジャー施設があって、

と〈に若者層に人気があるところから、この建

物む主として若い人を対象に計画を進めた。特

徴としては 、食堂 ・ラウンジをワンルーム形式

とし 、相互の互換性を声高めると共にゆったりし

た気分が味わえるように配! 奮してある。壁およ

び天井を板貼りとし 、家具もマツの生地をいか

した仕上げで統一している。 これに大提灯の紙

・プランコの簸 ・長イスに張られたデニム 、そ

れに 、シャギーのカー ペッ ト- タペスト 1) ーが

とけあって 、1封寺の雰囲気をかもし出している。

また 、他の宿泊客に迷惑がかからぬよう 、マー

ジ令ン専用の娯楽室は別室に設けている。

- 伊 豆高 原 サ ン ロ ッ ジ

敷地高低差20mをこえる斜面に建つこの建物は 、

面的に 、山1HIIに 2層、海側に 3 層のスキップフロア

ーで婿成されている。周囲は雑木林に図まれ、静か

な温泉場の雰囲気を漂わせていることから、この{

養所は家族を対象に計画された。特徴としては、前

述の地形からくるスキップフロアーが、内部空間に

適当な変化と広がりを与えていること。それに温

泉を楽しむ宿泊者のために浴室に重点をおき、浴槽

む、多少、普通の風呂と違った印象を与えている。

色彩計画は 、白を基調とし、これにウイスキーのむ

つ波E白色から . 順次 、オレンジ ・赤へと変化させ 、

さらに 、I J ! . 葉値物の緑でこれらにアクセントをつけ

ている。温泉場から受ける ジメジメしたイメー ジを

一掃すると共に、南欧風のE月るしからりとしたム

ー ドを求めて、一応 、成功したむのと思って いる。



サントリー

伊豆高原サンロッジ

設計監理附安井建築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 尼

静岡県伊東市富戸字礼場842番



敷地は. 前述のサントリー合歓の郷サンロッジと道路を隔て

て向い合せにある。場所柄、サンロッジと同じく若者層を対

象とすることで. 計画を進めた。前 2 1 ' 牛の建物に比べて、スペ

ース的に、多少、余裕のある君主計ができたので、食堂 ・ラウ

ンジ ・娯楽室などを互いに関連づけながらそれぞれ別個に設

けることにし、これによって、保餐所の理想的な姿にできる

だけ近づけるよう計画した。

食 堂 ・ラウンジ ・娯楽室は、それぞれレベルを異にしながら

も空間的に連続し、視覚的にも一体感をもっている 。保 養 所

が 「非日常的な生活の場J と「出合いの場」を提供するものと

するならば、これらの「場」を効果的に演出する「装置J が必要

になる。利用者がこの保養所に求めるものは、個人により、

グループにより各中異なったもので. ある筈である。この異っ

た 目 的 を 、 互 い に 千 渉 す る こ と な し し か も 、 異 利 感 を 与 え

ないで仲間意識をもたせるには 、 どんな「装 置 J がふ さわしい

の か 。 そ こ で、君主計の方針として 、

イ) 目的の似たものは 、ひとつのコーナーに集め 、他 の 目 的

のコーナーとは 、床レベルの差で区画する 。 た と え ば、食 事

を楽しむ処 、グループが集まって音楽を聞いたり 、談笑する

処、将棋や券を打つ処、といった具合に。

ロ) 似た目的のコーナーて' も、雰 囲気 の異なる 「場 」が必要な

場合は、床仕上材を変えるか、特別の区画をする 。 例 えば、

音楽を聞くのにもっとも望ましい雰囲気をむ つ「場 」として 、

オーディオ - コーナーがあるように。

以上、それぞれの「場」でくつろぐ利用者でも 、空間的には連

続 し て い る の で、お互いの仲間意識は保たれてくる 。 日常の

生 活 を 離 れ た人 間と人間の触れあい 、そこから生まれる何か

を期待して 、 この建物はつくられた。

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 住友建設

所 在 地 三 重 県志摩郡浜島町

大字迫子宝 ;也

敷地面積 2，939. 27m'  

建築面積 701. 61m'  

延床面積 1，145 ∞m'  

情造規模f ¥C - 2F / BIF

工 期 S47 .  12- S48.  7  

客 室 数 10室

収容人員 36名





編 集 メ モ

A ・最近のレジャーブームに刺激されてか、保

養所などもかなり増えてきていると思うけど、

、保養所グというのはやはり 日本的なものて' し

ょうね。

s : 個人の‘ 休暇' の面倒まて. みるのは、日本

企業の終身雇用語IJ の産物て' しょう。

c : 欧米にはないんじゃないて' しょうか。社会

主義社会ではあるかもしれませんね。

。 : 当然かもしれませんが、どれも高原とか海

辺とかいった良い場所にあリますね。それに、

敷地をうまく利用しておられる。

s : ええ。だけど造成された分譲地の場合は、

画一的な感じて¥地形そのもののおむしろさが、

あまりでていない。

E : 分譲別荘地でも道路だけ造って、あとは元

のままに自然の地形を残しているところがあり

ますが、保養所の環境としては、その方がおも

しろい。 自然はて' きるだけ残して、生か したい。

s : ディベロッバーには、はっきりとした開発と

環境保存の思想が欲しい。分譲区画を大きくし、

高さと容積を低〈押さえるのが、本来あるべき

姿と思う。そのためには、強力な規制も必要て'

しょう。

D : でも、皆さんエクステリアは周囲の環境と

の調和を考えて、うまくまとめておられる。

s : 形のおもしろさをねらった作品が多いです

ね。建築と自然とのかかわりあいについての設

計者の考え方が、端的にあらわれるのも保養所

の特徴て' しょう 。客観的な評価はむつかしいが

もっと慎重さがあってもよいものを、各地て' み

かけますよ 。

F : インテリアて' は、いろいろと考えておられ

るようですが。.. ..

s : ウーン。皆 さんだいぶ楽しんて'設計さ れた

んじゃないですか。楽な気持て二インテリアの

基本は憩いと遊びの空間て' あると考えますが。

A : 保養所はふだん住んて' いるところからの気

分転換なり、生活を変えてみるところで、住宅

とちがって、一定の機能を，筒たせばあとはかな

り自由に設計て' きるでしょうね。

F : バブリック ・スペースのインテリアなどは、

かなり考えておられるようてe すね。それに、ゆ

ったりしている。

E : ふだん狭いところにしか住めませんから、

その反動ですかね。

c : スペースの広いこと自体が豊かさであって、

アバー卜の六畳の息のつまるような狭さからの

脱出を誰もが求めているのて' は ー

s : 以前にカラ 写真て.見たけれど、カラフル

で刺激的ですね。 もっとも、毎日だったらいや
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になるかもしれないけれども 。若い世代の感覚

が建築をファッション化してゆく感じすらある。

A : いずれにしても、皆、、日常性からの脱皮グ

ということを意識されておられるようて.すが、

ヲド日常性' への方向が設計者によってかなり

ちがいますね。

0 ・シグマさんのインテリアは 、そのへんのと

ころをしっかり把まえて、かなり考えこまれた

設計て. すね。

E : シグマさんの宿泊室の間取りが全部ちがう。

風呂もおも しろい。V ド日常性' を徹底させてま

すね。ふだん何げなくすましているトイレまて〉

B  変ったことをするのは非常にむつかしいて

すよ 。設計の上手 ・下手が端的にあらわれる。

かなりの力量を必要としますね。

F : 使われ方はどうなのでしょう。保養所へ行

くこと自体が目的なのか、それとも、保養所を

足がかりとしてどこかにゆくとか

A : それは、建設される場所によってちがって

くると思いますが。 また、短期滞在か長期滞在

かによってもちがうし、あるいは個人かグルー

プか、休養か観光か、それぞれの形態があり、

いろいろな使われ方をするて. しょう 。

F : 最初に、その保養所の目的とするところを

明確にしたうえで、計画にとりかからなければ

ならないということで.すね。

E : でも 、表面的にはいろんな使われ方がある

ようて'すが、何か現在は、休暇 ・保養が画一的

になってるんじゃないかなと思うんですが。

、遊J : ' というよりも、遊ばされてる' といっ

Tこふう lこ。

0 ・遊びというものは、本来、創造的なものだ

と思うけれど、企業の生産活動からいえば非創

造的なものて' あって、その意味では、王応伏の保

養施設などに本来の遊びの空間を求めるのは無

理があるかもしれませんね。となれば、休息空

間が主流になって〈るのて' はないでしょうか。

E : しかし、私としては、遊び' の意味をしっ

かり見つめて、それを保養所の建築空間に生か

してゆきたいと思いますね。結果的には、非日

常性も日常性の閉ざされた同環のなかにからめ

とられていくとしても、自分にとって、日常性

とは何か、非日常性とは何かを見極わめること

が自分にとって、遊び' とは何かを明確にする

ので. はないて' しょうか。

A : 建築も自己意識化された関係を把握してゆ

くなかで¥新しい空間が創られるのて' しょうね。

49年 1月21 日 作品作風小委員会
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|試験報告 ・その 7 I  

騒 音 防止 用 防 音 パ ネ ル の 音 響 性 能 その 1

残 響 室 法 吸 音 率 に つ い て

ｾ＠ 1 緒 言

本試験所に残響室法吸音率および、音響透過損失等の測定用残響室が新

設され、 1 年 6 ヵ月の年月が経過しました 。その間試験依頼のあった材

料の種類も残響室法吸音率では、天井、段、カ ーペッ ト等の内装用 吸音

材、そして交通騒音防止用防音パネル、また音響透過損失試験では、ド

ア一、窓のサッシ類、簡易間仕切パネル、 IHl 仕切壁、 P C コンクリート

板、そして騒音防止用防音パネル等でその筏類も 多短多様であ った。な

かでも騒音 防止 用パネルは、おもに市街地に建設された高速道路ゃｾ Ｎ ｾ架

鉄道が発生させる交通騒音が沿道住民に与える影響を軽減させるため、

道路 や高架鉄道路 線 に付 設されるものである 。そこで、新設来、とくに試

験依頼の 多かったこの騒音防止用防音パネ/ レ の残響i室法 l吸音率の試験結

果について報告する 。

ｾ＠ 2  試 験 体 に つ い て

騒音防止用防音パネルは市街地に建設された日速道路や高架鉄道路線に

( A)  

付加的に設置されるもので、その性能としても 小型 ・軽量で施工 ・補修

に便利、風雨等の自然気候に耐える、そして吸音性 ・遮音性等が要求さ

れる。

そこで防音パネルの一般的な構造としては 、1枚当 1) の大きさ 1 - 2 m
2  

厚さ 30- 150師 、そしてパネル外部は第 1 図 に示すように騒音発生源に

面する表而板に有孔または l レー〆ー状スリッ トの鋼板、アルミ板、セメ

ント板で、装面板は Ｐ ＮＵ Ｍ ＲＮ Ｐｭｭ ｦｦｊｾ ーの鋼板、アルミ板、セメント板を使

用している 。 内部椛造は第 1 図 ( A ) に示すように 内部に l吸音材 を充填 し

たもの、 ( B ) に示すように表面板と l吸音材 の11¥1に空気層 を作ったもの、

そして (C ) のよ うに l汲音材と表面板および裏面板双方の I: ¥l に空気層 を作

ったもの、と 3 種類に分類できる 。

なお防音パネ J レの表面板、装而板および内音11の材質や寸法等の詳細を表

として 第 1 表 に示す。

( 8 )  

裏 面 板

畷 音 材

空 気 層

f 笠? 符ヘ

II XYXVA凶X i(l

( C)  

第 1図試験体一般断面

第 1 Ａ 喪ｾ 験 体 材 料詳細

試 験 体
E式 験 体 表 面 板 裏 面 板 パ ヰ ル 内 部

名 称 大きさ酬 ｉ 軍ｾＭ 板 厚m 開 口率 % ヰオ 質 板 厚m 材 質 空気層m 吸音材庫酬 吸音材質

A - I  1.820X 910 30 .0  4.  5  7 .  6  セメン ト板 4 .  5  セメ ント板
。

2  0  グラスウ ール

A - 2  1，820X 910 84 .0  4.  0  1  9 .  6  セメ ント板 3 .  0  セメン ト板
。 5 日 ロック ウ ル

2  7  木毛セメント板

A - 3  1，830 X 920 33 . 5  
。

3  4 .  2  鋼 板
。

鋼 板
。

2  5  ロックウール

8 - 1  1，845X 930 101 . 6  O.  8  2  O .  0  鋼 板 O .  8  鋼 板 50 5  0  グラスウール

8 - 2  1，845X 930 101 . 6  O .  8  2  O.  0  j Jl 板 O .  8  鋼 板 50 5  0  グラスウール

日- 3 2，000X 500 102 .0  
。

3  O .  0  アルミ板 1  .  6  鋼 板 50 5  0  グラスウール

C - I  2  ，OOOX  1，000 150 .0  O .  4  4 日 o アルミ板
。

鋼 板 45/ 80 2  5  グラスウ ール

C - 2  1，820 X 930 100 .0 1  .  6  3  4 .  2  鋪 板 1  .  0  鋼 板 25/ 25 5  0  ロックウ ール

C - 3  2，000 X 500  100. 0 O .  8  2  7.  0  アルミ板 2.  3  鋼 板 15/ 72 1  0  合 成 繊 維

C - 4  2  ，OOOX  1  ，00日 100. 0 2 .  5  2  2 .  0  アルミ板 3 .  0  アルミ 板 20/ 60 1  0  合 成 繊 維

建築と社会/ 1974年 3 月号 39 
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測定に当って、試験休は吸音E率終i洲11山則11川lリ定用残鰐響i室のコンクリ一ト床函中う央処に

直由か‘ 置 きとし、 1 m2程度を集中配置 した。そして試験体の突き介せ目地

部分の隙聞には油粘土を充坂し、さ らに試験体とコンクリート床面との

際問、試験イ本の周辺白地の隙rrlJ 、そ の他周辺での彬糾をなくすため集中

配置された試験体の 4 周に鋼製アングルを配し、 illl 粘土で充分な日詰め

と固定をおこなった。

なお測定は J 1  S  A  - 1409のホ残響室法 l汲TT率の測定方法H により受

音点 2 点とし、音源には必オクタープバ ンドノイズを使用した。

S  4  試 験 結 果

つぎに試験結果として内部に吸音材を充填した試験体 A - l 、A - 2 、

A - 3 を第 2 図 に、 吸音材の裏面板側に空気層を加えた試験体 8 - 1 、

8 - 2 、 8 - 3 の試験結果 を第 3 図 に、そして l汲音材の表而板1111J および

裏面板伺IJ に空気層を作 った試験体 C - 1 、 C - 2 、 C - 3 、 C - 4 の試

験結果を 第 4 図 に、それぞれグラフとして表示した。 この内部椛iii の異

なった 3 種 の試験体 ( A ) 、 ( 8 ) 、( C ) 、の試験結来を比較すると、まず

試験体 ( A ) につ いては 1000Hz 近辺の中音域で大きな l吸音率を持つ山形の

吸音特性を示した。しかし他の 2般に比べ低背域でのl吸音率不足と rl TT

域での吸音率減衰が目立つ。また A - 2 が他の A - 1 、A - 3 に比べて
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第 4 図試験結果( 獄験体ーC)

つ総ザ| @抑制瑚0.3  ⑮ ，吸音材 + 1: 空気層

。 ，吸音材 + 2 空気層

a  0.2  

0. 1 

。
250 500 

- 一一ーー→ 周 波 数 (Hz)

第 5 図f ; t 験体 A 、日、C の吸音特性

いで

←4  

4000 

低音域で吸音率が別加しているのは、木毛セメン ト板を併置した影響で

ある 。 試験体 ( 8 ) は低音域から中音域までの幅広い周 波数域にわたって

大きな l吸音率を示している 。

しかし試験体 ( C ) と比較すると、高 い周波数でやや減表 してい るといえ

る。 試験体 ( C ) は( 8 ) に比べるとその吸音特性はやや高音域側に移行し

ているが、やはり幅広い吸音特性を示し 、高い周波数でも減衰すること

なく、興味ある吸音特性を示した。これら 3種 類の試験体 の吸音特性を

大要的なパターンとして 第 5 図 に示す。

S  5 結 び

沿道住民に対する交通騒音公害の対策としての 防音パネ l レの音響的性能

としては、吸音特性よりも、次号に予定している 防音パネルの音響透過

損失の方になお 一層大きな要因があると考えられるが、以上のような試

験結果より、交通騒音の ごとき幅広い周波数特性を有する騒音の 吸音処

理! という商では、試験体 ( 8 ) や ( C ) のような 椛造とした防音パネルを設

置することにより、効果的な吸音処理がおこなえるといえる。また道路

や鉄道の騒音対策のみならず、工場やピル建築の機械室等の音源対策に

これらの l吸音機械を利用し、段体や天井 lこ、または 宙吊リとして設置する

ことにより、騒音対策における音源処理! として有効な活用がおこなえ得

るものと忠われる。 ( 研究員長橋英彦)
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1 3 6 施 工 部 門

建 築 工 事 の 機 械化 ・ 省 力 化 工 法

1  は じ め に

建築工事の機 械 化 ・省力化の目的は 、終局的 には、生産性の IrlJ t . によるコ

ス ト ダウンにあるこ とは当然のことである。しかし、税ｾの社会状況は像

度の労働者 の不足 であり、この問題はとくにこの 4 、 5 j 'jo川重大 志問題 で

あ り、これが最近の大型 化に よる一人当リの生産性の向 |二に結びついてい

ると考えられる 。 また最近の建築現場における実感 として労務1 i の左前令化

ということも見のがせない大き主 問題 としてクローズアップされてきてお

り、またさ らに 熟練労務者 の不足は全〈深刻l といわざるを科なし、。ここに

建築工事における機械化 ・省カ化 を目ざした建築工法 2 点を紹介する。

2  本 設 利 用 工 事 用 エ レ ベ ー タ ー 工法

高層ビ l レ、超高層ビノレ工事における計画的な人民 の輸送と 小匁資材の防車

は、工事工程、工 事 費 などに大きく左右されるものである。従米では工 Ｇ ｊ ｾ

用仮設エレベーターを 利用 して行っていた 。 これら仮設施設を主主物外部に

設ける場合外部仕上工程に制限される ので 、これを有1 i うため、建物内部の

本設エレベーターシャフト内に 計 画される のが通仔IJ であったが、この場令

もそ のシ ャフト内 の本設エ レベーター工事着工は仮設エレベーター の解体

を待たなければならず、全工事を通じての安定した人員輸送という点で欠

けるとこ ろカずあった。

これらの問題点を解決するために、本設エレベーターをきわめて早い l時期

から活用することに した。本設工事の早期着工 により 、本設主袋椛泣古11を

地工し、仮設巻上機 を用いてこれを逆行する工法がコスト而からむ、4 ' 設

エ レベータ ー早期竣 工の面からも優れ ているとの 車古来 を仰 ることができた 。

2 - 1  エレベーター先行方式

本設エレベータ ーシャフ ト内 において、本設エレベーターを工 'Jq血工段階

に可動なら しめる方法として( a  )  2 次先行方式 ( b  )  1次先行方式の方法が

考えられる 。

( a )  2 次先行方法 本 設エ レベーターの機械室床工事を早期に完成させ

て、本設機械を早期lに可動ならしめるとともに 、シャフ卜内部においては、

鉄骨工事完了後いち早 〈、レール 、三方枠等のエギを進めることによって、

従来 の工法よ り早期に本設エ レベーターを完成し、カゴ内部を養生して、

工事 用に利用するも のである。

( b )  1 次先行方式 レール、カゴ室 、カウ ンターウェイト等ノド設機械室

床が、まだ完成 していない段階に施工可能な各部を鉄骨工事と平行して組

み立て、仮設巻上装置を用 いて、これを逆行する方式である 。

表- 1 反カによる 分 類

佐 々 木 義 正

2  - 2  各方式の特徴

(  a )  2次先行万式 これは工 Ｇ ｊ ｾ 初期Ａの人只ぬｩｦＨ用として 、外部に人荷エ

レベーターを設置しておき、副長体工』ドにおける 資材、人員の拷重量が大き

くなった段階で不足する能力を 補 い、かつ 、仮設機の早期品放去を計ること

を主要な 日的 とする方式である 。 工. f' E (1サには、上部機械室床工事が完 7 し

て、エレベータ ー7 シンが設置できる l時点までに 、 シャフト 内部の レール、

二方枠等を先行しておくことにより、この段階から 2 ヵ月で逆行可能 とす

ることができる。 したがって、人民掲m: がピークに迷する までに中間 |渚ま

での 利用 ができるという点から、少なくとも 1 台の低層用エレベー ターを

この方式で先行させることは、きわめて有効な方法である。

(  b  )  1 次先行方式 2 次先行 }J;J:¥が、あくまで本設7 シン の設置を仮設

j ) j f 行の前従条件としている の に対し、この場介は、仮設機械室を 利用す る

の で工位上 の きわめて早い ｈ 干Ａｕ ｬ からのｾ転が可能である。たとえば、 低層

j 日エレベ ー ター の機械室が15F の場介、低j古川 エレベーターによ る2 次先

行機よリ 2. 5ヵ月、また機械室が20F の場合、約3.5ヵ月早〈 利用でき 、高

層化するほどメリットがT11大する。

先行方式として 2 次先行のみで計画する場合、初期 の人員協重に仮設エ レ

ベーター の設置が必要となるが、 1次先行を用いれば 、はじめから仮設エ

レベ ー ター を設置せずに人員の幼虫ができる 。

巻上げ装置以外の音11材が、 2 次先行と同僚すべて本 訟のため の ものを 利用

できる 。 したがって 利用 1!111l¥1は仮設エレベーターをシャ フト内に建てた場

令に比べ iえくできるとともに、仮設協ill に使用しながら上部機械 室の工 事

を進めることができるので、 1 次先行エレベーターよリも実質的 に長 期間

の手IJmが可能である 。仮設エレベータータワーを含む大谷秘 の仮設部分を

{即日しないために 、機械の初期コ スト、建方、解体質 を低減することがで

き、l 1 f 搬、保管の 費用をも向。i成できる。

2 - 3  1次先行エレベーターの構造、仕機

( a )  本設を 利用する部分

(1)本設弁降路エレベーターンャフト

(2)本体およびカウンターウ エイト用 レール

(3)カウンターウエイ ト

(4)本体かご の構造フレーム一 式

(5)本体用安全装置並びに下部緩衝骨量

( b )  仮設として準備する部分

(1}，巻 J易機、コ ント ローラーを一式と した仮

設機械室

施 工 工 程

本設柱利用
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、
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円
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と

プ

仮設柱利用

あらカ、じめ施工し

た仮設柱に反力を

と町、リ フトア ッ

プ後に本設柱 を建

込み、仮設住を撒

去する .
ジャ ッキ

:阿ii i  

一一」一一一

(2)かこ' 室の 闘 い

(3)ワイヤーロープ

(4)各階乗 .nj 入口 ;l1，; および戸

(5)シャフト周 辺の安全養生並ひ1こ瓜| 坊施設

2- 4  仕様

巻 持 機 I直流可変i[ t 庄歯車式

備 考

コスト的には有利

設計段階からの考慮

によ円コストダウン

が計れる .

操作方式 カース イ ッチ制御

谷 E口1I 
1，300kg 

速 ｉｾ＠ 90 m/mi n 

停 止 階 任意の 階

I J . U信方法 釆場階からインターホー

仮設柱だけコストア

ップになる .

ンにて 述 絡

3  リ フ ト ア ッ プ 工 法

リフトア ップ工法は、建築工事における全

工事量の 50% 以上を占める屋根工事を地上

にて作り上げ、完成されたものを 油圧 ジャ

本設柱建込の問 、屋

根が不安定になる 。
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表 - 2

ッキなどによって所定の位置まで上昇させるもので 、大部分の作業を地上

にて行 うため、従来工法に比してリ フ トア ップ工法を適用した場合、つぎ

のようなメリソトが考えられる。

( a ) 省力化、 ( b ) 工WI短縮、( c  ) 安全性の明大、 ( d )作業の簡易化、 ( e )

精伎の向上、 ( f  ) 雨天作業の可能性、 ( g )大別クレーンの不要一ーなど。

上昇するための反 力のとリ方から分けると 表ー 1 のよう になる 。また リフ

トア y ブ装置による分類からみて 、

( a ) ロ ッド 固定方式 住頂部よりロッドを吊リ下げ、屋根に取り付けた ジ

ヤソキがこのロッドをよじ登る 。

( b ) ジャッキ 固定方式 柱頂部にジャ ッキを固定し、このジヤ ソキにより

ロッドと屋線を揚重し、余った ロ ソドを上部で順次取リはずす。

( c ) 本柱利用 方式 ロ ッドを使用せず、本設柱を屋綴に取 1) 付けたジャッ

キがよ じ受る 。

(表 - 2参照 )

( a )地組みおよび住建方、ジャッキ取リ付け

( b )  1 次リフトアソプ( G L + 2，OOO)

( c  )  2 次リフトア ップ( G L + 15，200)

3 - 2  ジャッキ仕様

複動油圧式クライミングジャッキ

3 - 1  施工手11積

42 

ノ盟台

最 大 推 力 8. 8 t  

常 用 推 力 7. 5 t  

スト ローク o  - 50mm(可変)

lIiIJ 力 0. 75Kw 

所 要 r由量 0.35 t  

ジャッキ作動形式 串型センターホー l レ両創刊日

リフトアップの将来の向上性3 - 3  

( a ) 駄目工事の減少 リフトア y プ工法の採用によ リ省力化がはかれるが、

建築工事途中での駄目工事は工事の性質上みのがせない。今後はそれらを

解決することによって、より良いものとしなくてはならない 。駄目工事と

して残る部分は、 (1)ジヤソキの取付部分、 (2)合掌部分、などであり、今後

の検討により !駄 目工事を少なくしていかねばならない。

( b )大型ジャッキの開発 現在のジャッキ推力 8. 8 t で小規桜工事には有

利であるが、大規模建物では現在の能力では充分とはいえない。

( c ) 設計段階での合型化 鉄骨トラスの形状、使用音11材 、屋恨の形状など

検討する必要があり、まだまだ合理化可能である 。

参考文献 (1凶1築の技術施工( 1972. 2 J' 1) 

(さ さき よしまさ K K竹Il' 工 務l苫工事部技術課)



日本建築協会

月間の動き

昭 和49年 1 月分

理 事 会 |

理事懇談会

16日 4 時 - 6 時 於 大阪 ガスビル食堂

出席者 塚本、横尾、福田正副会長ほか15理

事 山根建築業務基準委員会委員

殺Z以1)通常総会開催の件

(2)四会連合協定 ・工事請負契約々款頒布価

格改訂の{ 牛

(3)上記約款の請負代金並びに工期の変更条

項の規定に関する件

(4)昭和49年度予算編成の件

(5)設備技術者の資格問題の件

(6)名誉正会員推挙の件

(7) 1 支員、委員の慰労慾談会の件

(8) そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |  

C グループ打合会

16日 3 時 - 5 時 於会館 3 1渚会議室

出席者 間団幹事ほか 3 名

議，'1';( 1川口45号 ( 7  JJ 先行) の シートの硲保につい

て

(2)そのほか

委員会

23日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 真 塚 正 副 委 員 長 、 岡田 ・吉

村 1，II j 幹事ほか 4 名

，議 ')';U)No.44 1.1- ( 4  H サ) の掲 載 y - トに ついて

(2川口45号 ( 7 月号) の他紙予定シートについ

て

(3総 合 目 次 ・索引 の発行に ついて

(4)そのほか

企画分科会

30日 正 午 - 2 時20分 於 会館 3 ド皆会議

室

出席者 酒井・岡田両幹事ほか 2 名

議事(1) 総合目次 ・索引 ( 改訂版)の編集について

(2)既刊 y ートの分類番号訂正につ いて

(3)そのほか

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

16日 6 時 - 8 時 於会館集会室

出 席 者 柳 副 委 員 長 、 小 付 ・ 関 付 ・2 後各

幹 'F ほか 7 r， 

議事(1)第 9 回 「建築家に話を聞く会」の企画に

ついて

(2)  r解体修理中の古建築をみる会 ・法輪寺 、

法起寺」の企画 について

(3江業化工法による，建築音11材生産工場をみ

る会 ( 第 2 回) J の企画について

(4)昭和49年度小委員会の編成について

(5)そのほか

委員会

17日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 花房 ・小泉・堤 ・三 品 - 柳各副委

員長、西村・宮後各幹事

議 事(1) 各小委員会の卒業報告

(2)  1 月以降の事業企画について

(3)昭和49年度の委員会編成について

(4)その ほか

若い会員の集い小委員会分科会

23日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 中村幹事、 三谷主査 ほか 3 名

議 ｾ ｴ 可 ｬ Ｉｲ 建築家 ｬ こ話をき く 会 Ｈ Ｒ Ｉｊ ( 竹桜健造氏)

の企画に ついて

若い会員の集い小委員会分科会

30日 6 時 - 9 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岩 永 幹 事 ほ か 3 名

殺 事(1) r工業化工法による建築部材生産工場見

学 会(2)J の企画について

(2)解体修理中の古建築見学会(2)法起寺 ・法

法論寺の見学企画について

編 集 委 員 会

委員会

21 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 彦谷編集委員長、福 凹副会長、松村

度三 次期編集委員長予定ほか 17名

議事(1) 2 月号= 明 日の建築はどうなるか特集経

過報告

(2) 3 月号= 保養所作品特集について

(3) 4 月号= 既成市街地における住宅地整備

の方策特集報告

(4) 5 月号の企画について

(5漸編集委員会の構成

(6)そのほか

作品作風小委員会

21 日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 谷主査ほか 5 名

議事(1) 3 月号保養所作品特集の件

(2)5 月号作品特集の件

住 宅 委 員 会

委員会

22日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 小西委員長ほか 16名、不動産協会

1 名

議 事 関西における最近の 7 ンション状況につ

いて懇談

建 材 委 員 会

委員会

25日 5 時半 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田 委員長ほ か6名 伊奈製陶3名

議 事 打込タ イルについて

法 規 委 員 会

委員会

28日 3 時 - 5 時 於会館集会室

出席者 市 川委員長ほ か13名

議事(1) 法令問題点 ア ンケ ートに対する解答につ

いて

(2)そのほか

見 学 会

日本電々公社湊川市外電磁局新築工事の見学

.oo. 

"" 

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催)

19日 2 時- 4 時

参加者 36名 ( 3 会合計)

設 計 日本電信電話公社

施 工 株 式 会 社 大林組

日本不動産銀行大阪支庖 (不銀ビル) 新築工事

の見学会

26日 2 時 - 4 時

参加者 24名

設計 ・監 理 三菱地所株式会社

施 工 鹿島建設株式会社

灘の清酒「白鶴」 の酒蔵を見る会

29日 1 時半 - 4 時

参加者 29名

建 築 6 団 体 新 年 交 礼 会

4 日 1 時半 - 2 時 半 於 コ クサイホ テル

日本建築材料協会の当番で恒例のと おり昭

和48年に 叙勲並びに褒章受章者をお招きし

て開催。 参加者 530名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

16 日 8 時半 - 9 時半 於大阪 グランド

ホテ ル

出席者 69名

当 日 は ｾ 建築設計事 務所 所長畠 中繁氏 よ り

蘭士吾妻主のす、め につい てお話 を伺 った。

1 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 1 社〕

( 財) 新住宅普及会住宅建築研究所

〔個人会員 12名〕

馬 崎 政 江 曽 根 将行 柳 沢 正

北 原 義 教 中村 寿 山口 修治

国則 一 夫 松 村 3豆5急乙 山田喜美子

小坂 洋 子 安 永 幸 信 吉田 修

(  i使会貝 2 名(氏名省略))

口二口二亡E 口ココ二E ロロコヒ口己口亡口口
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新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

内 装 不 燃 材

宏 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中 rE! I天北L 狭 i凶4 - 1  ( 英樹l ビル )

ｾ ，ｬＱ ｲＯ ｩ＠ 州市 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪 di 北 灰 利 金 IlI f 50( 堂ビル 5 1;皆 502号室 )

1L 前 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸 di・.f'j :イト区八 '1橋jill l - 5 (' ，正訓221 2923)  

陸屋恨防水 には 禽 込i 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ Ｑ ミＭｾ古ｾ帯

ミ) 苧 ヲ q イト

ｾ，＠ fl 点 ｊ［ｩＺ Ｏｬｩ ｉＧｉＧ リ ｌ 灰却 ｻＱｾ ｾ ＸＭ Ｔ Ｍ Ｑｉ ';Ilぷ ・03(571)2703- 4・2370・4064. 0264

大阪 :B 'jJf ，I}r 大阪 di /li I!;:j[)<: /li I!; ，'j'l り凶 1) 2  - 3  - 1  Ｇ［正， ｪ ，ｾ 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

?'r ｉｉｉｊｴｕｬｬｲＱＡｾＱ リ ￭ ｾ片山片ｬＮ di fy; j  I'Z *，，: ，'，'(  IIIf 3  3  '; Il，;，fo  052(811 )  3  6  6  0  .  3  1  0  4  

4・L 帆 IB ｾｬｩ＠ ，i}r 札 帆 di ' 1' 央|メ北 : 条以内丁 11 泣訴 011 (231) 7  5  

[特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

Ｈ電動式並固定型各種ｾ

( カタログ進呈)
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岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・画定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  i  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日 ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極君1i 蔦 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

社

A

S

A

 

陽朝

6詮

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

A

S

A

 

式株業エ栗 原

宇土

本社営蝶所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸 ・広 島 ・九州|

信原菜取 締 役 社 長

京都営蝶所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高純橋五丁目 二八番地 屯話ー大阪 (202)0325- 9 1号

本 社 東 京 都 千 代 回 区 西 神 田 1 丁 目 4 帯 地 5 号

支 社 札 幌 ・flli 台 ・丸 / 内 ・名 古 原 ・杭| 瑚

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 7; ¥; 山

電 気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事電 気 ・吸 冷 房 ・ 空 間 工 事 設置十施工

ゐ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3丁目 11 電話大阪(931)7004

奈良県御所市御園通 3 6  0  電話御所 2

枚方市山之上西町 l の 1 電話枚方(43)8659 ・(44)9232 

A

Q

一

A
式本 電中

本

三 宝 電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (掌 ピ ル三 1; 皆)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区 新特有二 一一六( ニュー新僑ビル七1; 皆)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 ニ 丁 目 ニ 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・千 葉 ・宇 都 宮 ・熊

社

A

S

A

 

キ土

l苫

本

支

資 材 倉 庫

奈良営蝶所

教方営纂所

庖支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 望 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品 川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル )

電 話 東 京 ( 491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

宇土

庖

本

支

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設計 施工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 福 岡

キ土本

営 業 所

支 庖

営業所 群出号長:戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社
社

A

S

A

 

事 株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

藤太 陽 エエ

実中回
取締役社長自日四

ふ
小

自

官

庁

ι

取 締 役 社長

大阪市西区 北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

杜本

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452ー 1 1  5  1  (代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462 - 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

岡営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

A

Q

一

A

惨
山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 34 - 6 相 馬 ビ ル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431 ) 8435 

大 阪 商 ・札 幌 ・名古屋 - 四日市・松山 ・liB山

取締役社長

4

L

 

A

d

，

 

東 京 支 庖

本

高 千 謀 亀 縦 株 式 会 結

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358ー 1 1  7  1大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九州

雄久取 締 役 社 長

ヰ土本

F斤
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日長出

営 業 所



空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 - 衛 生 設 備

《多額朝日三業社

本 社

大阪支社

支 庖

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社長 菅 谷 健 児

本 社 大阪市西区江戸場 1 - 6 0  旬結 (441 ) 8231代 袋

支 l吉 点 京 . * " 古 ! r l ' 大 阪 稲 I J i I l

営業所 札 悦 新 樹 ・仙 台 ・ 金 沢 ・岡 山 ー広 山

間 松 ・熊 本

出強所 盛 岡 ・術浜 . ， ＺＱ 山 ・ ｾｉ 到 ・ 細井 ー 京都神戸鹿児島

給 排 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東山 区 大和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ - ' 1 l I 話神戸 341局 5 8  9  2  

- 給排水衛生 田冷暖房

. 空気調和設備

圃その他管工事一切の設計・施工

⑮ ( 明 久 孝 事 務 所 )

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 J左

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 常 安町 11 電 話 06- 443 - 504 1附

東 京 本 社 東 京 都 千代 田区 大 手 町2- 6- 2( 日本 ビJ レヂ ング)
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電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 岡 山

出ｾＡ ｾ所福 井・倉敷 ・ 広砧 ・ 苫小牧

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

本 庖 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1 1L ピJ レ6 7  6 号

氾 昔舌 212附 3751

大阪支I苫 大 阪 市 西 区 土 佐 槻 通 1 の 1 大同ピル Ｖ Ｑ Ｖ ｾ ま

電話 443附 3361

京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 森 日 町 48 'ilt話 681(11:) 1781

支 庖 札 幌 ・ 名 古 屋 福 岡 千 紫

営 難 所 宇 都 宮 ・ 繍 浜 熊

冷 暖 房 X  環 境 衛 生 宛 設

給排水、 衛生水道 A A  荷 役 運 搬 機械

電 気 i 呈L 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 T 一一一、「

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電結 大阪 (202) 代 表3071

本 底 東京・ 日比谷・ 三倍ビル

支 底 名 古 屋、婦問、礼申見、広島、仙台、北陸

出 張 所 備浜、 金沢、 併問、高位

空気鯛和設備
圭凡計施工

衛 生 設 備

⑪ 三 建 設 備 工 業 ヰ総 書 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 約 : 仰 11fT 6  5 番地' ; 1 I 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本橋 嬬殺 町 2 - 2 2 電 話 (667) 3431( 大代)

支 社 名古屋 ・仙 台・札幌 ・広島 ・福岡 ・金沢・ 新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。捧式会社 空 調
--
-・

発

本社 本 広 大 阪 市 北 区 bi 悶 町 16 番 地 包括 0 6 - 3 6 3 - 1371

支 応 東京都千代国区神岡小川町 2丁目 l 番地 電 鮪 03- 292ー 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 電訴 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話 092- 76- 3795

出 張 所 高 山 筒 井 京 都 ・神 戸 松 江 沖 縄

一一; 令・暖房 、衛生、 機器 配 管 、 設 計 施工 一一

⑮ 
株会社式

、J主同主
フk エ 業

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14帯地

〒 5 3  1  i起 訴 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支f ，lf 東京自11中央区八丁堀 4 丁目 11得 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ピル )

電 話 東 京 (551) 8 0 4 1 (代表)

出 張 所 13 取・ 2宇 馬 ・ 字 者11 宮 君 ilt

J; ，'j fEl 'ff- ; j 岡 ・松 山 高 級

... 邑

墓園墓新日本空調株式会社

司a :

大 阪 支 底 大 | 仮 di 北 医 ';;;.:};，'ii 兵 j凶 1 - 2  5  ( 新大ピル )

1正，lii (06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 ・東京支府 東京都中央区日本総本石町4- 2(三井第二別館 )

ｾｬＡＺ訴 (03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・広島・- I L 眺 ・東 海 村 ・北| 潅 ・大 分

所

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

団 結f R; ，多能繍:aa' I

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761(代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

一「



空 調 ・衛 生 設 備の 頁

給 -排 水 ・衛生・消火・暖冷房設備

- 空 気 鯛 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 紋 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 有 機 ・ 公 害 防 止 関 連 機 鋒/ 殺害十 ・製作・施工

v  百土
，ー=

支l大

e R ; 緊西原衛生工業所大阪底

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 磁 大 阪( 458) 3531 香

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

( 旧社名 建 材 社 )

本社東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ (572)7411 代

大 阪 支 応 = 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 2 - 22 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑨ ( 211) 1535 代

出 張 所 = 札 帆 仙 台 ・ 盟 問 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 高 松

広 品 松 山・傾 向・・i中 縄 パ ノ コ ッ ク

平曲互業株式会社@  

暖 ・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施

品ｾ

-← 

工

童書1
fi!!! 高回 衛 生 ・空気調和 設 備 ・ 設 計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ピノレ 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 応

T  E  L  ( 441 )附 1994 .  ( 443 )  ({加3 31 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2

社本

空気調和・恒温↑ 亘湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温湿度調重装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 焔 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不 ニ 熱 紅 葉1拭 舎 批

電話 261 - 2436(ffl 

屯話 773ー 1231刊

神 戸 ・ 稲 岡

大 阪 市 南 区 順 陵 町 2 - 5  0  

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1

銀 鹿 浜 松 ・ 京 都

本 底

東京支盾

営 業 所

大 阪 市 北 区 日 間 町 3 0  包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 町11 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

¥Il .tt. ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (1"1:) 

Il i J 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

'iIl ;活 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 l苫

名 古 屋 支 1苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

業 株

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備員又

く mODAIR.:::::>

社

大 阪 市 西 区 京 町唱 1 丁目 6 2  1tr.，括 (443) 8161(大代表)

名古屋市中村区木主町 I 円 1 2  電 鯖 (541) 0966( 551)  165'5  

東 京 都 港 区 赤 板 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ビ ル 5 附 電 話 ( 583) ' 1 4  6  7  

神戸市生図区北長狭通 7 丁 目l の l 電話 (341) 1778 ・4386

A

S

A

 

式工田山

本 社

支 庖

出張所

東 洋 摂 工 調 書 織 式 会 祉 大 阪 安 信

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 的 l

電 話 ( 681 ) 5 1  0 1  - 5 ・夜間専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰 )

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 岡 西 末 広 町 包 括 ③7431 - 3  

大 i軍市打出浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  包括③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

会 社⑨ 

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

本ヰ土及京都支庖

設計製作

⑪ 

大 阪 支 庖

四 日 市 支 庖

大 津 営 業 所

津 営 業 所

，，:' 9.シ
株 式 舎 社

3舎四重層副事<<，，，，m. 

代 表 取 締 役 仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 ( 大 代 )

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・広 島 ・縮 問 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テ レック ス : 本 社 No. 562一7688 和 泉 工 場 No. 538 - 5898 

旧 社 名

ー圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 伺 ｆ 可 ＺｾＺｕ 唱ＺＮ

司F1Pー....
，. . . . . 、 東洋キャリア工業( 株) デストビュータ一関西地区

! ∞自宅設設主霊i知子き社
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ポ 各 種 l戸誼1¥

ガラス製品卸問屋 ι ft! )

源八橋セトモノ百貨庖をご利用下さい、ノ

22 吉田芳雄商庄( [ ，.a- -@  

信

号

建 材 ・ そ の 他 の 頁

'Y 耐 酸

網器、

居商

セトモノのデパー卜

大 阪 支 庖

大 阪 市 東区高閲柿二 丁 目 九 野 村 ビ ル五 階

1 l l 話大阪 ( 2 0 2 ) 4 9 0 5  

理橋 大矢

式

社

株

会

設計施工

( 創業大正 7年)

家具造作・室内装飾

医圏

ニ葉屋装備工業株式会社

ｾｻｬＩ＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムど 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v 、ノ 内 外 装 用 策 変 美 術 タ イ ル ー・… 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ・・・ ー古代土器調高温〆タイル・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

京 都市東山区今熊野大仏池悶町 9町 9 075(541  ) 3344(  10  

東 京 都 渋 谷 区 上 原 1 丁目 29の 4 03 ( 467) 1641 

京 都 清 水 ・ 山 城 瀬 戸

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 ili 話 ( 06) 702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建段省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 0 0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

ヱ パ テ ッ ク ス

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ

Board &Sl ate 

@問

議宵

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手/_'-9ー・ミ〉たjレ

⑩ 

フ タ パ 黒 木 反

1  奉 仕 感 謝 の 庖の謝

大 戸 木 潜 入 奪'1 落 防 止

普と 耐 震 耐 臥

i っ 安 定 軽 量

E 瓦

E 株

言ーさ
包! 云云

歪 本土

汐棟式会社

主 宰 商 曾

タ イ ル 工 事 施 工|

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

"1 ) 手窯業高怠

( カタログ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

. . 式

会 枇⑪ 

本 社 大 阪 市 北 区 立 };，'j 北 町 1 6  T E L  ( 345)9055(代 友 )

御 従営 業 所 大 阪 市 東 区 本田f4- 27i抑 止 ビ ル T E  L  ( 252)  3  9  0  6  

附胤営 淀 川 大 阪 市 * 区 新町 桝 2 - 3  6  T E L  ( 202 )  5  2  6  0  

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前 )

屯 話 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6  1  

姫路営業所 姫路市北条口 12 6 番地 ( 住友生命保険ビル 31若i

屯話 姫路0972 ( 82)  0  9  9  9  
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ プ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 臨

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 轡 町1- 12 日生 ビ ル 包 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・君1) 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 11I奇・名古屋・白山 ・大津・京都 ・堺 ・神戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

車11

輔i

ス チ ー ル
サ ツ ユ/ • ド ア ー

炉内立

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ 、ソ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

雲ZE 三 高 製 作 所

' 70年代 を リー ドする

庖 mli づく りの パイオ ニア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 拡 し で奉仕する

ぐ会種専門時

⑩ 駒 市 議f蒜 17lt

〒516 大阪官官閏判官翠訴1 .

.  
(ネ4 ーマ寸ソち

49 
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d二3 g a ma

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 エ 所

。

営 難 品 目

L A F  リミットロードエヤーホイルファン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F リミッ トロードアー ドフ ァン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 織

S AF スト リー ムライン 7 7 ン T A F 軸 流 送 風 機

HA F タ ー ボ 7 7 ン J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 誕 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ・ ピ 製 耐 酸 送 風 機

本 社 ・ 工 場

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所

干 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 短 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

干 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 8 12 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

N. G. C. 式

米国パブコ・アスフアルトコン パウンドｾｬｬｊＱ売

米国バイヤーライト - アスフアルトコンハウンド j

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉外互業株式会結

石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く . グ
建 物 内 外壁 、間仕切、 天井 扉 、 電気 室 、 発 電

所 、 配 電室 、 製 鋼 、 ガ ラ ス工 場の壁、製糖、

アスベストJω ャ
製 油 製 薬 工 場 の床 、 スカ ー ト壁 な ど に 最 適。

As bes t o 8ar r i ev  ( 硬 質 石 綿 板)

( 呈 カタ ログ)

@  
大 阪 市 北区 間心 町 1 の 11 電 話 ( 351) 34 42 ・4078

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

親 切 真 心 で御 用 さ せ てT頁きます

宮 地 空 調 専 門 庖



句-・.. .、，

事 ' 1 " 11，
コンクリート用モルタル・

防水剤

事マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 精 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒子 に 援 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

申A E 効 果 に よ り 適 量 の 空気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ ど な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。
ま た 特 有 な 粘 着 陸 に よ っ て 材 料 分 離 、

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

て 精 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ |坊 温 効 力 は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

%2 : : : ' -1- ( セメント起泡剤1)- %  . .  2 - 1 . .  課指杭エ)

ト i昆 和 剤 . D1J 材 綜 合 メ ー

223由周旨41 : 工事主

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 - 1  2' i  東 京 ( 774)4111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し
も 作 用 せ ず 、

メセ
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茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  

稲 山 県 稲 舟 市 下 野 寺 字 遠 原

岩 手 県 政 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一報次第

カタ ログ進呈します

ヤ

マ

ト謙

抑

お

吹 付 … に 1 '  "  

塗 付 … に ↓ 王 府

| 石綿

完 全 耐 火 j

s，ZPヨ・スト- P

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

(旭イヒ成ミュ- ) レコート・セット品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建

大 阪市西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5・(541)5757- 9  

営 業 所 束 京 ・高 槻 ・明石 ・姫 路 ・四国 ・中 国

所

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

業コニキオ

L 一一



腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  

醐 騨 轍 欄 轍 轟

年中見ていただける 皆様の見本室 || 

タイル

常設展示場

タ 然 え な い

オフ才L 右ご、、

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

AM.  1O. 00- P. M.  5. 00 

日 曜 ・祝 日 は 休 館

梅田新進 O  南森町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八千イそヒ、J レ南館2 F

T E L  (06)364- 2054 

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波キ反走則容 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工' ! J 1j ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会扱

社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭和 南 通 り 3 - 26松本ビノレ 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1削 代 表 |

九 州 支 1吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町T 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支J苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ビノレ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4
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全く新しい床タイルです

三 星 ピサロンは、従来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 しい共 重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た |剖期的な

新 製 品 で す。軟質プレスタイ プの床タイルに比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ模 梯

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ッ ク で高級な質感、 す ぐ れ た歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

一 一 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責 任 施 工 の 出 来 る 協 組員が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代; です

一 一ピサロンの新 しい色調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町の超高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付ーけられたものです。
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黄 色 数一 22色
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小百 ＱＱ 昼 ｾ Ｑｽｉｊ Ｎ￞ ｮ . 階 段40% 口

ｉ Ｈￖ Ｍｴｩｾ工法は ＱＵＰ 円高

製 造 元= 回 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1

電信 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 44 1)  5  9  5  1  
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仕上材の色柄の取替自在

Yt 而を本日柄、も う- ) j の片而を lii 色柄と

いう具合にダイ' 7 '1 クボー ドの取り付えだ

けで部屋の綴織作えができます。

汚れに強い

専用表面仕上材ダイ 7 ツ 7 ボード は耐汚染

性、耐光件，にすぐれた，. . } 級不燃化粧石こう

ボードで、/ ] < ふきはもとより、 tlJ れをシン

ナーでふいても退色せず附 111にとれます。

解体再使用も可能

貼 J: げに盛Tやネジ、彼{ ，i削など一 切ml 、な

い工法ですから、ボードに協をつけること

なく解体再佼mができます。

注目される経済性

シフト ー Jレは今までの I WUJ J にない数々の

特性をもちながら l酎l則的な低価絡で、 N:l，

面でもゆとりある，ni直lがilli められます。

法規にマッチした防火性能

スタ y ドはスチー Jレ材、レール、 111木、 ジ

ョイナ ーは 7 J レミ抑出形材、貼上材は' ，Jl-fIl

A当面仕上材ダイマ ヅ7 ボード( 述，1ll:'fi s}j火

ili 築材料認定品準不燃、認定信号2005) で

UJ:R' iピ Jレからお防ピルまで、 ili 祭器i I ，! 法の

内装制限に卜分合絡する不燃材です。 もち

ろん、火災Hキに有古寺ガス、燃は出ません。

熱貫流抵抗値 l ，4mhr ' C / Kcal  

グラスウー Jレを充填すれば、ダイ' 7 '1 クボ

ードの特t' l : とあいまって尚 L、IIJiP，Jo，nがl!t ら

れ、経済的な空調と快適Ｎｲｯｾ立が俳られます 。

斬新な壁画デザイン

ダイ 7 -'j クボードを天井まで中継ぎなしに

l 枚 ものでおさめられ、今までの/ l f J仕切に

ない段面デザインです。また、シフトジョ

イナーはダイ' 7 '1 クボードの色に合わせて

います。

画期的なワンタ ッチ工法

シフトスタッドとシフトジョイナーを! T I い、

ワンタッチでボードを貼り上げることがで

きるので、今までの工法に比べ施工 ｉ ｉＮ ｾｉＺ ｬｉが

大『↑ 1に短縮されます。

m当り 20k9の軽さ

f，'111戊部材は単純化され ながらも、従来的に

機能を巣す無駄のｾい， ｴ Ｑｴ I汁です。ですから

軽1，1化はもとより、 illl 搬、作業従来もグー

ンと 7 '1 プします。

透過績失 41dBの遮音効果

日常 会，1'; の周波数250- 20∞Hz lこH し、千陶

透過t I l 失はグラスウール光杭タイ プで41. 3  

d B ，レギ ュラータイプで33，4dBのテスト結

ｾーか ら、従来の可Ａｦｉｊ ｊ ｲＺＺ Ｑ 仕切の Ｇｲｾ［［［ 泌を結える

遮音効果です。
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株式会社 ｴｾｾ ＷＢ

繰式会社マ ンテ ン 本 社 〒542 大阪市南区 B 本僑筋3- 2 雷 (白 ) 632- 1151代・ 荷分室 〈建装飾〉干556 大阪市浪速区日本橋東4- 4-1 官 (飴 ) 643- 2277代

東京宣窟 干 136 東京都江東区大島5・10-11 .. ，03)682・3241代・名古屋出張所 〒451 名古屋市中川区百船i n- 3- 4 ・(052)353-3177代 福岡出張所 〒812 福岡市情多区1耳多駅商6-12・22 曹 (092) 43-4356代

札幌出張所 〒065 札幌市東区北八条頁 19-22 曹 1011 7叫ー制却代 広島出張所 干7羽 広 島 市 金 屋 町8-4 ・08忽) Eロー 1765 ・本社工喝 干578 東大阪市水走55 曹 (0729)63-1151代

大 阪 市 東 区 北 浜3 37 電 話 大 阪 ( 06) 231 9648 ・9649 ・9640 j底 替 口 座 大 阪39975番日本 ｩｬｬｾ 協会 干 ＵＴＱ. ー入会のお申込およ u' tt でと社会のご P島氏は・社団法人


